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【今月の表紙】 2026 志布志みなとまつり

　９月 11 日と 12 日、2026 志布志みなとまつりが開催

されました。11 日は、前夜祭として八坂神社において

おぎおんさあ祭りが開催され、12 日の本祭は、「さんふ

らわあクルージング」や花火大会会場では、ステージな

ど、約 4万 9千人の来場者で盛り上がりをみせました。

志布志市公式ホームページ
志布志市のイベントや行政情報
まちの話題「志あふれるトピッ
クス」などを掲載しています。

▼ �市内に店舗があれば、どなたでも掲載

できます。（原則として、子どもから高

齢者まで広く市民が利用できる飲食店、

雑貨店、サービスなど）

▼ �情報を広報紙+市公式 LINE で配信

▼ �掲載料無料

　（読者プレゼントの提供をお願いします）

詳しくは市役所 総合政策課

DX・広報グループ

（℡ 472-1111）まで

読者プレゼント

「424  FAN  FUN  FAIR」

掲載希望店舗

大募集

FANFAN FUNFUN
424424424

FAIRFAIRFAIR
AAA UU

　　鹿児島弁の本を寄贈

　志布志ライオンズクラブは、子どもたちに鹿児島

弁をもっと知ってもらうことを目的として、市内の

小・中学校へ鹿児島弁の本 21 冊が寄贈されました。

本は各学校の図書室に置き、郷土の言葉や文化への

理解を深めるために活用されます。

9/16

もういっちょ！もういっちょ！

まちの話題まちの話題 店内には楽しい笑い声があふれ、おいしい料理とともに心温

まる時間を過ごせます。日々の暮らしで疲れた体も、帰る頃

には自然と笑顔になれるお店です。最近はお弁当の販売も始

め、部活動の試合や地域の集まりなどでも気軽に利用できま

す。ぜひ一度、PONPON の魅力を味わってみてください。

韓国スタンド PONPONからのメッセージ
▲ 店内の様子です。また公式 LINE を開設したこと▲ 店内の様子です。また公式 LINE を開設したこと

で、ご注文やご予約が以前より便利になりました。で、ご注文やご予約が以前より便利になりました。

ぜひご活用ください。ぜひご活用ください。

▲ ヤンニョムチキンやハニーマスタードなど、さ▲ ヤンニョムチキンやハニーマスタードなど、さ

まざまな味のチキンを濃厚チーズにディップしてまざまな味のチキンを濃厚チーズにディップして

食べます。おいしくて止まらないこと間違いなし！食べます。おいしくて止まらないこと間違いなし！

韓国料理といえばこれ、といった定番メニューを詰め込ん

だボリューム満点のオードブル。友人や家族との食事はも

ちろん、忘年会や新年会などのイベントにもおすすめです。

彩り豊かな料理の数々は、子どもから大人までみんなで楽

しめる内容となっています。

 オードブルおすすめは？

FANFAN FUNFUN
424424424

FAIRFAIRFAIR
AAA UU

市公式 LINE アカウントからも

応募ができるようになりました！

毎月、広報紙発行日の 19 時に、読者プレゼントの情報と応募フォー

ムを配信。メニューにある「プレゼント」からも応募できます。

志布志市公式 LINE アカウント

にぜひ登録を！
詳しくは、36 ページをご覧ください。

今月のプレゼント今月のプレゼント

韓国スタンド PONPON で使える

お食事券 1,000 円分

10名様分

韓国スタンド PONPON

〈住所〉志布志町志布志３丁目 22 − 32

〈電話番号〉080-3392-2254

（営業時間）

16:00 ～ 21:30

ラストオーダー　21:00　

（定休日）日曜日

▼インスタグラム

　　韓国スタンド PONPON韓国スタンド PONPON

今月は…今月は…

志布志のファン（FAN）が楽しく（FUN）なれる読者プレゼント企画志布志のファン（FAN）が楽しく（FUN）なれる読者プレゼント企画

韓国料理のお店
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　地域には、暮らしの中で感じるさまざまな困りごとや、「こんな地域にしたい」という

思いがあります。「地域コミュニティ協議会」は、そうした地域の思いを大切にし、地域

のことを地域で考え、地域全体で取り組むための組織です。自治会をはじめ、地域の団体

や住民が力を合わせ、防災、福祉、環境、交流など、地域に必要な活動に取り組みます。

　それぞれの地域では、地域の特色や課題に合わせたさまざまな活動が行われています。

ここからは、各地域コミュニティ協議会の取り組みを番号順にご紹介します。

① 新橋地区コミュニティ協議会

　

松
山
城
の
桜
を
は
じ
め
、
秋
に
は
彼
岸

花
が
咲
き
誇
る
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。

令
和
７
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
し
ん
ば
志

お
じ
ゃ
ん
せ
広
場
」
に
は
、
ド
ッ
グ
ラ
ン

や
公
園
、
大
屋
根
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
が
あ

り
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
集
い
、
交
流
で
き

る
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
と

人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
魅
力
の
あ
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

明
治
時
代
か
ら
続
く
伝
統
行
事
の
六
月
灯
を
は
じ
め
、
だ
ご
祭
り
や
七

草
祝
い
、
鬼
火
焚
き
、
音
楽
フ
ェ
ス
な
ど
。

世帯数：702 世帯

迫
力
の
あ
る
鬼
火
焚
き

会長 川上　渉

② 泰野校区コミュニティ協議会

　

設
立
し
て
４
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
施

設
面
で
は
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
や
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
福
祉
施
設

と
し
て
、
特
別
養
護
、
養
護
老
人
、
小
規

模
多
機
能
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
11
年
４
月
に
は
町
内
３
つ
の
小
学

校
と
中
学
校
が
統
合
し
て
、
小
中
一
貫
義

務
教
育
学
校
が
松
山
中
学
校
の
敷
地
内
に

開
校
予
定
で
、「
福
祉
と
教
育
の
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 
鯉
の
ぼ
り
掲
揚
、
ど
ろ
ん
こ
大
会
、
ひ
が
ん
ば
な
・
か
か
し
ま
つ
り
、

小
学
生
と
の
食
育
活
動
、
鬼
火
焚
き
、
七
草
祝
い
、
だ
ご
祭
り
な
ど
。

世帯数：541 世帯

熱
戦
の
ど
ろ
ん
こ
大
会

会長 村中　洋人

③ 尾野見コミュニティ協議会

　

公
民
館
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
呼
び
名

が
変
更
に
な
っ
て
も
「
地
域
の
子
ど
も
た

ち
を
地
域
で
育
て
よ
う
」
の
思
い
は
今
も

継
続
さ
れ
、
小
学
校
、
校
区
民
に
よ
る
合

同
運
動
会
は
40
年
を
越
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
球
技
大
会
で
は
、
熱
中
症
対
策

と
し
て
、
小
学
校
６
年
生
の
親
子
で
、
プ

レ
ー
の
合
間
に
か
き
氷
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
参
加
さ
れ
た
方
々
に
好
評
で
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ふ
れ
あ
い
の
集
い
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
七

草
祝
い
、
だ
ご
祭
り
な
ど
、
今
年
度
か
ら
祭
り
も
開
催
予
定
。

世帯数：535 世帯

成
長
を
祝
う
七
草
行
事

会長 大野　洋一

　

特
集　

つ
な
が
り
が
生
み
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
の
未
来

④ 志布志小学校区コミュニティ協議会

　

東
区
・
帖
五
区
・
夏
井
陣
岳
区
・
志
布

志
区
の
住
民
や
地
域
の
組
織
、
行
政
が
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
力
し
、
地
域

の
課
題
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
共
通
理
解

し
て
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
区
公
民
館
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
世
代

を
超
え
た
交
流
や
地
域
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
住
民
主
体
の
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
お
釈
迦
ま
つ
り
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
灯
篭
の
作
成
と

展
示
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
な
ど
。

世帯数：3,360 世帯

Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
で
夏
満
喫

会長 福永　孝

⑤ 東区コミュニティ協議会

　

市
街
地
東
部
に
あ
り
、
志
布
志
小
・
中

学
校
や
志
布
志
城
跡
、
旧
武
家
屋
敷
群
、

お
釈
迦
ま
つ
り
で
知
ら
れ
る
宝
満
寺
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
そ
の
歴
史
や
誇
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
心
豊
か
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
、
体
育
大
会
、
ふ
れ
あ
い
の
集
い
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
行
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

花
植
え
は
、
地
区
内
15
か
所
の
花
壇
に
各
地
区
で
分
担
し
て
約
５
千
本

の
苗
を
、
植
え
付
け
か
ら
管
理
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

世帯数：1768 世帯

体
育
大
会
で
一
致
団
結

会長 野邊　孝蔵

⑥ 帖五区コミュニティ協議会

　

区
民
の
融
和
・
相
互
協
力
を
基
に
福
祉
・

健
康
増
進
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
高
齢

者
の
困
り
ご
と
対
策
、
環
境
問
題
に
取
り

組
み
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
交
流

を
深
め
る
た
め
」
に
子
ど
も
達
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
集
い
、
語

ら
い
、
親
睦
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

冬
の
親
子
ふ
れ
あ
い
会
で
は
、
そ
ば
打
ち
、
石
臼
で
の
餅
つ
き
体
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。

世帯数：802 世帯

力
い
っ
ぱ
い
餅
つ
き
体
験

会長 下山　重治

①

②

③

⑤

⑥

⑧

⑦
⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮
⑯

⑰

⑱

⑲
⑳

㉑

㉒

※④は⑤～⑧の総括※④は⑤～⑧の総括

▼市内地区割図▼市内地区割図
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⑦ 夏井陣岳区コミュニティ協議会

　

本
市
南
東
部
に
位
置
し
、
宮
崎
県
串
間

市
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
や
小
・
中
学
生
と
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
と
の
交
流
会
、
春
と
秋
の
花
植

え
、
弁
天
祭
り
、
見
守
り
員
の
集
い
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
地
域
で
支
え
合
い
、
交
流
を
深
め
な

が
ら
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
に
感
激
し
て
、
食
事

を
し
な
が
ら
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

世帯数：180 世帯

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
交
流

会長　又木　隆

⑧ 志布志区コミュニティ協議会

　

「
千
軒
街
」
と
呼
ば
れ
た
市
街
地
に

は
、
今
も
各
家
に
角
地
蔵
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
鬼
門
除
け
や
火
の
用
心
と
し
て
、

３
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
大
切
に
さ
れ
、

今
も
地
域
の
皆
さ
ん
が
花
を
供
え
て
い
ま

す
。
志
布
志
区
で
は
、
地
蔵
ま
つ
り
な
ど

を
通
し
て
歴
史
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
志

布
志
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の

一
員
と
し
て
、
青
少
年
野
外
活
動
な
ど
新

し
い
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

歴
史
の
ま
ち
づ
く
り
や
健
幸
教
室
、
サ
ロ
ン
事
業
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
事
業
な
ど
を
通
し
て
、
活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

世帯数：610 世帯

地
域
を
照
ら
す
竹
灯
籠

会長 山裾　信博

⑨ 香月校区しおかぜ協議会

　

旧
香
月
校
区
公
民
館
を
母
体
と
し
、
令

和
６
年
５
月
11
日
に
設
立
し
た
協
議
会
で

す
。
市
の
市
街
地
部
と
そ
の
周
辺
に
位
置

し
「
若
者
で
に
ぎ
わ
い
、
み
ん
な
が
住
み

続
け
ら
れ
る
香
月
地
区
」
を
テ
ー
マ
に
、

郷
土
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
夢
を

描
か
せ
心
に
残
し
て
も
ら
う
た
め
、
ま
た

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
育
む
た
め
、
地
域

と
の
交
流
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

小
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
文
化
祭
、
石
臼
で
の
親
子
も
ち
つ
き

大
会
、
七
草
祝
い
な
ど
校
区
独
自
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

世帯数：2,534 世帯

親
子
で
餅
つ
き
大
会

会長 竹之内　宏史

⑩ 安楽おおくす協議会

　

当
協
議
会
で
は
「
語
り
継
ご
う
、
引
き

継
ご
う
、
安
全
・
安
心
で
み
ん
な
が
楽
し

い
安
楽
地
域
」
を
目
標
に
掲
げ
、
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
人
や
組
織
が
知
恵
と
力
を
結

集
し
連
携
を
深
め
な
が
ら
自
主
的
・
主
体

的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の
中
で
も
特
に
「
正

月
踊
り
（
手
拍
子
）
」
は
県
指
定
文
化
財

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 
合
同
七
草
祝
、
山
宮
神
社
・
安
楽
神
社
の
春
祭
り
、
運
動
会
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
、
安
楽
小
と
の
交
流
事
業
な
ど
。

世帯数：1,614 世帯

伝
統
の
春
祭
り

会長 武石　裕二

⑪ 森山校区コミュニティ協議会

　

森
山
校
区
入
口
の
花
壇
が
皆
さ
ま
を
温

か
く
迎
え
ま
す
。
保
育
園
に
連
接
す
る
「
森

山
ビ
ュ
ー
が
丘
公
園
」
は
ふ
る
さ
と
づ
く

り
委
員
会
が
桜
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
よ
り

整
備
し
た
公
園
で
地
域
資
源
の
一
つ
で
す
。

　

住
民
同
士
が
交
流
す
る
機
会
が
少
な
く

な
っ
た
昨
今
地
域
資
源
を
活
用
し
て
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
笑
顔
と

あ
い
さ
つ
い
っ
ぱ
い
の
地
域
づ
く
り
を
進

め
、
地
域
の
習
慣
も
継
承
し
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

皆
が
集
い
語
り
合
う
木
陰
サ
ロ
ン
で
地
域
内
外
の
皆
さ
ん
方
の
交
流
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

世帯数：153 世帯

サ
ロ
ン
憩
い
の
場

会長 柴　昭一郎

⑫ 田之浦校区コミュニティ協議会

　

田
之
浦
校
区
も
他
地
区
と
同
様
に
、
少

子
高
齢
化
の
中
で
人
口
の
自
然
減
少
が
進

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
田
之
浦
独
自

の
活
動
に
校
区
全
体
で
取
り
組
ん
で
お
り
、

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
伝
統
文
化
芸

能
の
存
続
で
す
。
後
継
者
不
足
の
中
、
何

と
か
継
承
を
続
け
て
お
り
、
子
ど
も
神
楽

の
伝
承
に
お
い
て
は
、
校
区
の
主
な
行
事

で
あ
る
ダ
ゴ
祭
り
や
夏
祭
り
、
夜
神
楽
な

ど
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

２
月
の
ダ
ゴ
祭
り
、
山
宮
神
社
夏
祭
り
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
、
11

月
の
夜
神
楽
（
隔
年
）
、
12
月
の
ち
え
袋
の
集
い
な
ど
。

世帯数：211 世帯

歴
史
あ
る
子
ど
も
神
楽

会長 井久保　修二

⑬ 四浦校区公民館

　

毎
月
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
サ
ロ
ン

活
動
を
通
し
て
住
民
同
士
の
交
流
を
深
め
、

支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
地

域
に
は
洞
窟
に
覆
わ
れ
た
神
秘
的
な
社
殿

を
持
つ
「
羽
黒
神
社
」
が
あ
り
、
地
域
の

大
切
な
財
産
と
し
て
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

自
然
と
歴
史
が
調
和
す
る
地
域
の
魅
力
を
、

次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

羽
黒
神
社
の
景
観
整
備
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
サ
ロ
ン
活
動
を
通
し

て
、
住
民
が
楽
し
く
交
流
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

世帯数：18 世帯

歴
史
あ
る
羽
黒
神
社

会長 藤山　忠

⑭ 潤ケ野校区コミュニティ協議会

　

「
潤
い
と
活
力
に
満
ち
た
結
い
の
潤
ケ

野
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
園
、
小
学

校
、
長
寿
会
な
ど
と
共
に
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
「
ふ
る

さ
と
自
慢
市
＆
文
化
祭
」
は
、
来
場
者
数

５
０
０
人
を
超
え
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
舞
台
発
表
、
地
元
バ
ン
ド

演
奏
、
作
品
展
示
、
名
物
手
作
り
郷
土
料

理
な
ど
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
大
盛
り
上
が

り
の
一
日
で
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

小
学
校
合
同
運
動
会
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
敬
老

会
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
七
草
祝
、
自
慢
市
＆
文
化
祭
な
ど
。

世帯数：276 世帯

地
域
彩
る
文
化
祭

会長 新地　寿
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⑮ 八野地区ふるさと協議会

　

令
和
５
年
度
か
ら
「
自
然
豊
か
で
楽
し

く
生
き
る
八
野
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
交

流
促
進
や
環
境
保
全
、
防
災
・
防
犯
活
動
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
特
に
「
復
活
八
野
ふ
る
さ
と
夏

ま
つ
り
」
は
、
か
き
氷
・
肉
の
ふ
る
ま
い
、

打
ち
上
げ
花
火
な
ど
を
中
心
に
、
市
内
外

か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
る
地
域
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛
大
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

そ
ば
ま
つ
り
や
吹
き
矢
体
験
交
流
会
、
八
野
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
を
開
催

し
交
流
の
輪
を
広
げ
、
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

世帯数：92 世帯

活
気
あ
ふ
れ
る
夏
祭
り

会長　見野　初美

⑯ 伊﨑田校区コミュニティ協議会

　

広
大
な
面
積
を
有
し
29
の
自
治
会
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
像
に
「
息
づ
く

伝
統
・
自
然
・
人
々
の
思
い
つ
な
が
る
未

来
の
伊
﨑
田
」
を
掲
げ
、
明
治
時
代
か
ら

続
い
て
い
る
伊
﨑
田
相
撲
な
ど
、
伝
統
文

化
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
奥
座
敷
と
も
呼
ば
れ
る
静
か
な

場
所
に
佇
む
白
鳥
神
社
は
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

伊
﨑
田
相
撲
・
伊
﨑
田
和
紙
・
神
舞
の
継
承
に
地
域
（
保
存
会
含
む
）

と
伊
﨑
田
学
園
が
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

世帯数：793 世帯

楽
し
い
モ
ル
ッ
ク
大
会

会長　桑迫　悟

⑰ 有明校区コミュニティ協議会

　

「
ひ
と
と
、
も
の
と
、
地
域
に
や
さ
し
い

有
明
校
区
」「
人
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
絆

を
深
め
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
」
を

基
本
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域

で
は
、
小
学
校
近
く
の
交
差
点
に
常
設
の

広
報
掲
示
板
を
設
置
し
て
意
識
の
高
揚
に

努
め
て
い
ま
す
。
助
け
合
い
支
え
合
う
意

識
と
お
互
い
を
気
に
か
け
あ
う
心
で
、
校

区
民
の
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

こ
ど
も
体
験
活
動(

こ
ど
も
の
遊
び
場)

、
祝
敬
老
ふ
れ
あ
い
元
気
ま

つ
り
、
こ
ど
も
ま
つ
り
、
あ
り
あ
け
魂
マ
ル
シ
ェ
な
ど
。

世帯数：864 世帯

子
ど
も
が
主
役
の
祭
り

会長　森重　晃一

⑱ 通山校区コミュニティ協議会

　

志
布
志
湾
を
望
み
、
後
背
部
に
野
井
倉

開
田
を
擁
す
る
地
域
で
す
。
飛
砂
防
備
保

安
林
と
し
て
の
松
林
の
整
備
や
、
学
校
美

化
活
動
。
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
活
動
で
カ

メ
の
放
流
な
ど
自
然
体
験
学
習
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
土
曜
体
験
広
場
の
開
催
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
健
康
維
持
活
動

や
防
災
フ
ェ
ス
タ
な
ど
各
種
団
体
と
連
携

し
「
誰
も
が
活
き
活
き
と
住
み
暮
ら
せ
る

ま
ち
通
山
」
を
将
来
像
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 
松
林
再
生
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
、
海
岸
清
掃
、
ラ
ジ
オ
体
操
大
会
、
新
年

拝
賀
式
、
防
災
フ
ェ
ス
タ
、
七
草
祝
、
コ
ス
モ
ス
種
撒
き
な
ど
。

世帯数：1,130 世帯

松
林
再
生
自
然
体
験
学
習

会長　野村　不二生

⑲ 蓬原校区みんなの協議会

　

蓬
原
校
区
で
は
、「
と
な
り
近
所
お
互
い

さ
ま
」
を
合
言
葉
に
、
み
ん
な
で
元
気
に

楽
し
く
支
え
合
い
な
が
ら
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
育
成
や
民
俗
芸
能
の
伝
承

に
取
り
組
み
、
平
和
で
豊
か
な
明
る
い
郷

土
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
小
学
校

と
の
合
同
運
動
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

地
区
に
伝
わ
る
棒
踊
り
を
披
露
し
、
伝
統

文
化
の
継
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

小
学
校
と
の
合
同
運
動
会
・
球
技
大
会
・
体
験
広
場
・
ふ
い
や
し
き
公

園
の
管
理
・
熊
野
神
社
祭
事
な
ど
。

世帯数：606 世帯

み
ん
な
の
合
同
運
動
会

会長　原田　文昭

⑳ 野神校区ふれあい協議会

　

野
神
校
区
で
は
、
焼
酎
づ
く
り
や
ひ
ま

わ
り
ま
つ
り
、
ひ
ま
わ
り
油
の
製
作
、
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
な
ど
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
『
地
域

の
絆
で
支
え
合
い 

活
気
あ
ふ
れ
る
野
神
の

さ
と
で
あ
り
続
け
よ
う
』
を
合
言
葉
に
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
交
流
し
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
や
焼
酎
づ
く
り
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を
開
催
し
、
地

域
の
魅
力
発
信
と
交
流
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

世帯数：725 世帯

ふ
れ
あ
い
祭
り
で
交
流

会長　萩本　昌一郎

㉑ 原田校区コミュニティ協議会

　

小
学
校
と
連
携
し
、
高
齢
者
や
子
ど
も

た
ち
の
顔
が
見
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
集
い
で
は
、
小
学
生
と
竹

鉄
砲
や
葉
っ
ぱ
で
作
っ
た
手
裏
剣
、
紙
ヒ

コ
ー
キ
、
ビ
ー
玉
、
お
手
玉
を
使
っ
た
昔

遊
び
を
し
て
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
和
太
鼓
チ
ー
ム
の
支
援
を
行
い

な
が
ら
、
地
域
の
伝
統
と
文
化
を
大
切
に

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

米
作
り
、
合
同
運
動
会
（
鯉
の
ぼ
り
掲
揚
）、
餅
つ
き
大
会
、
交
通
安
全

看
板
設
置
、
秋
祭
り
、
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な
ど

世帯数：435 世帯

世
代
を
超
え
た
昔
遊
び

会長　小野　四男

㉒ 山重校区コミュニティ協議会

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
仲
間
と
と
も
に
、
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
「
志
」
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
や
小
学
生
の
田
植
え
体
験
、
高
齢
者
へ

の
手
作
り
弁
当
配
布
、
お
助
け
隊
に
よ
る

生
活
支
援
な
ど
、
思
い
や
り
と
活
気
に
満

ち
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

★ 

特
色
あ
る
取
り
組
み

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
地
域
探
訪
歩
こ
う
会
、
田
植
え
・
稲
刈
り
、

高
齢
者
見
守
り
手
作
り
弁
当
配
布
、
困
り
ご
と
お
助
け
隊
な
ど
。

世帯数：379 世帯

田
植
え
体
験
に
夢
中

会長　若松　光正
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　　被災者支援を見据えた実践訓練

　災害ボランティアセンター設置・運用訓練が尚志館

高等学校で行われました。この訓練は、市社会福祉協

議会や市ボランティア連絡協議会などが中心となり、

被災家屋や避難所への支援活動を想定して実施された

ものです。参加者は受付やニーズの聞き取り、ボラン

ティア派遣など実際のセンター運営の流れを体験し、

被災者への心の支援についても学びました。尚志館高

校看護学科専門課程１年生の池田裕
ゆ う き

貴さんは「役割分

担が明確で組織的に運営されていることに驚いた。被

災された方も安心できると感じた」と話しました。

8/27　　４部門を制し、県共に出場！

　９月 14 日、曽於地区秋季畜産共進会が開催され、

本市から 20 頭の肉用牛が出品されました。審査の

結果、若雌１区で安樂達也さんの「さくら」、若雌

２区で徳重義種畜場の「もえ」、父系群区で徳重

義種畜場の「きよこ１」、成雌区で持田健太さんの

「のばな」が、それぞれ最優秀賞１席に輝きました。 

　会場では、出品牛の体積や品位、発育状況などが

総合的に審査され、本市の肉用牛の高い飼養管理技

術が評価されました。また、地区代表として、10

月３日に開催される県畜産共進会に出場しました。

祝

　２校そろって金賞の快挙！（志布志中、宇都中）

　８月 11 日に沖縄県で開催された「第 22 回南九州小編成吹奏楽コンテスト」において、志布志中学校が金賞と

最優秀賞グランプリを、宇都中学校が金賞を受賞し、市長に報告しました。また、志布志中３年の梅木愛
あいのすけ

ノ介さんは、

きらめく演奏で聴衆を魅了したことを評価され、「きらめき賞」を受賞しました。志布志中学校吹奏楽部の部長、

馬原萌
も あ

綾さんは「目標としていた結果を得ることができてうれしいです」と喜びを語り、宇都中学校吹奏楽部の

部長、福重麗
う る は

羽さんは「チームワークや周りの支えのおかげで成し遂げることができました」と振り返りました。

祝

▲宇都中学校▲宇都中学校

◀
表
敬
訪
問
（
写
真　

上
：
志
布
志
中　

下
：
宇
都
中
）

④⑤

②③

２
０
２
６
志
布
志
み
な
と
ま
つ
り

２
０
２
６
志
布
志
み
な
と
ま
つ
り

① 

会
場
写
真
（
本
部
よ
り
撮
影
）

② 

お
ぎ
お
ん
さ
あ
祭
り　

子
ど
も
み
こ
し

③ 

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

④ 

花
火
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
ご
家
族

⑤ 

友
達
と
み
な
と
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
る
写
真

①
▲志布志中学校▲志布志中学校
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　　早期事業化へ一致団結

　都城志布志道路と東九州自動車道を結ぶ、曽於志

布志道路・都城末吉道路の建設促進合同決起大会が

曽於市で開催されました。地元住民ら 745 人が参加

し、早期事業化に向けて機運を高めていました。

8/29　　９月６日は「黒の日」

　ナンチクグルーブより、本市の小中学校にかごしま

黒豚 114 ㎏が無償提供されました。園田のんさん（尾

野見小１年）は「お肉がやわかくて、ごはんにかけて

食べたらおいしかったです」と笑顔で話しました。

9/8

　　給食で楽しむ志布志のお茶

　鹿児島県立短期大学お茶育研究会が考案した「て

ん茶キッシュ」が学校給食に登場しました。子ども

たちは地元特産のお茶の香りと味わいを楽しみなが

ら、お茶への理解を深めていました。

9/18　　九州の舞台で健闘

　鹿児島県選抜大会で上位入賞した選手が出場でき

る九電杯全九州わんぱく相撲大会が福岡県で開催さ

れ、伊﨑田相撲クラブから松尾瞭
りょうすけ

佑（伊﨑田小２年）
さんと水谷翠

み ら い

来（野神小２年）さんが出場しました。

9/20

　　子どもたちへ学びの贈り物

　映画監督の伊地知拓郎氏と女優・映画プロデュー

サーの小川夏果氏より、市立悠志学園に電子ピアノ

１台と本 43 冊が寄贈されました。子どもたちの学

びと感性を育むために活用されます。

9/25 　　20年続く奉仕活動

　鹿児島県宅地建物取引業協会大隅支部所属の 10

人が環境保全活動として志布志運動公園周辺道路の

清掃活動を行いました。この活動は、今年で20回目。

落葉やごみを回収し、周辺の美化に貢献されました。

9/25

　　熱中症対策グッズ寄贈

　㈱ SARAYA より、清掃センターへ熱中症対策とし

てしおまる 50 袋とノマナイトウォーター 75 本をい

ただきました。作業員一同、しっかり塩分補給をし

て安全な作業に努めます。

8/20　　「人権の花運動」中間観察会

　田之浦小学校で「人権の花運動」の中間観察会が行
われ、児童たちは大切に育ててきたひまわりの開花を
喜び、成長を見守りながら、命の大切さや思いやりの
心について学び、人権への理解を深めていました。

8/21

　　令和８年度第１回地域同期会

　第１回地域同期会が開催され、６事業所 11 人と大

妻女子大学学生３人が参加し、「マインドフルネス」

について学びました。カフェタイムなどの試みなどに

より、同年代の参加者同士の交流が深まりました。

8/21　　全国の舞台で躍動

　8 月 22 日・23 日に和歌山県で開催された「第 71

回日本泳法大会和歌山大会」で、あめんぼうくらぶ

水泳スポーツ少年団の下野愛
あ い る

瑠さん（通山小５年）

が泳法ジュニアクラス女子の部で２位に輝きました。

祝

　　ダグリ岬で夏を満喫！

　ダグリサマーフェスがダグリ岬海水浴場で開催さ

れました。会場では、砂中宝探し、ビーチフラッグ、

抽選会など多くのイベントが実施され、フィナーレに

は花火が打ち上がり、会場はにぎわいをみせました。

8/29 　　志布志の選手、トランポリンで健闘

　宮崎県小林市でトランポリン競技選手権大会が開

催され、竹岡遼
は る せ

世さん（香月小出身・中学２年）は

Ａクラス男子４位入賞、初出場の柿元勇
ゆうのすけ

之介さん（伊

﨑田小４年）はＤクラス男子 10 位と健闘しました。

8/22

◀
県
短
生
と
一
緒
に
給
食
（
泰
野
小
）

◀
右
：
水
谷
さ
ん   

中
央
：
松
尾
さ
ん
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「また、行こうね」
　　ともに創る 仲間との日常

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
地
域
で
暮
ら
す
た
め

は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

今
回
は
、
こ
の
答
え
を
探
し
に
、
地
域
の
人
た

ち
が
楽
し
く
交
流
し
て
い
る
市
内
の
高
齢
者
学

級
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
学
級
は
、
日
々
移
り
変
わ
る
社
会

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な
知
識
や

生
活
技
術
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、
仲
間
づ

く
り
や
異
な
る
世
代
と
の
交
流
を
通
し
て
、

豊
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
連
続
講
座
で
す
。

　

学
級
生
の
皆
さ
ん
は
、歴
史
、
文
化
、経
済
、

産
業
、
健
康
、
福
祉
、
環
境
、
消
費
、
防
災

な
ど
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
講
話
や
実
技
で

学
び
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
体
操
、
研

修
視
察
な
ど
で
体
を
動
か
し
、
楽
し
く
語
ら

え
る
仲
間
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

参
加
者
は
増
加
傾
向
に

　

令
和
７
年
度
に
学
級
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実

施
し
、
現
在
は
14
学
級
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
ご
と
の
内
訳
と
し
て
は
、

■
松
山
地
域
：
５
学
級

　

（�

新
橋
・
泰
野
・
尾
野
見
・
健
康
づ
く
り

教
室
・
や
っ
ち
く
城
山
大
学
）

■
志
布
志
地
域
：
６
学
級

　

（�

志
布
志
・
香
月
・
安
楽
・
森
山
・
田
之
浦
・

潤
ケ
野
）

■
有
明
地
域
：
３
学
級

　

（
伊
﨑
田
・
有
明
・
川
西
）

と
な
り
、
市
内
各
地
域
で
高
齢
者
学
級
が
展

開
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

学びと交流が広がる 高齢者学級

上段の写真は香月学級　下段の写真は伊﨑田学級
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特
筆
す
べ
き
は
、「
新
規
加
入
者
数
」で
す
。

左
の
表
は
令
和
７
年
度
、
８
年
度
の
参
加
状

況
で
す
。
２
年
連
続
で
新
規
加
入
者
は
50
人

を
超
え
、
参
加
者
全
体
の
数
も
押
し
上
げ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
橋
、
泰
野
、
香
月
、
伊
﨑
田

の
高
齢
者
学
級
の
現
場
を
取
材
し
ま
し
た
。

令和７年度 参加状況（人）

地域 参加者 うち新規加入

松山 46 12

志布志 146 25

有明 89 13

合計 281 50

令和８年度 参加状況（人）

地域 参加者 うち新規加入

松山 67 32

志布志 144 15

有明 90 12

合計 301 59

気になってきた！高齢者学級

市内在住の 60 歳以上の方であれば、誰でも市内在住の 60 歳以上の方であれば、誰でも

参加できます！参加できます！

教養、健康、趣味など、仲間づくり・生きがいづく教養、健康、趣味など、仲間づくり・生きがいづく

りを一緒に楽しみませんか？りを一緒に楽しみませんか？

対 象 者 開 催 期 間

毎年５月から 12 月の期間で、計 10 回程度開毎年５月から 12 月の期間で、計 10 回程度開

催します。催します。

年度途中からの参加も受け付けていますので、参加年度途中からの参加も受け付けていますので、参加

してみたい方はまずはご連絡ください。してみたい方はまずはご連絡ください。

■■各学級の申込・連絡先各学級の申込・連絡先

【松山地域】【松山地域】

●●  新橋学級・健康づくり教室・やっちく城山大学新橋学級・健康づくり教室・やっちく城山大学　　　　　　

　　　　　　　　　　　　 教育分室　℡ 487-2111（内線 263）教育分室　℡ 487-2111（内線 263）

●●  泰野学級泰野学級　  　  泰野地区公民館　℡ 487-8154泰野地区公民館　℡ 487-8154

●●  尾野見学級尾野見学級　　尾野見地区公民館　℡ 487-8776尾野見地区公民館　℡ 487-8776

【志布志地域】

●●  志布志学級志布志学級　　志布志地区公民館　℡ 472-2601志布志地区公民館　℡ 472-2601

●●  香月学級香月学級　　　　香月地区公民館　　℡ 473-0321香月地区公民館　　℡ 473-0321

●●  安楽学級安楽学級　　　　安楽地区公民館　　℡ 472-3627安楽地区公民館　　℡ 472-3627

●●  森山学級・田之浦学級・潤ケ野学級森山学級・田之浦学級・潤ケ野学級

　　　　　　　　　　　　 生涯学習課 社会教育グループ生涯学習課 社会教育グループ

　　　　　　　 ℡ 472-1111（内線 336）　　　　　　　 ℡ 472-1111（内線 336）

【有明地域】【有明地域】

●●  伊﨑田学級伊﨑田学級　伊﨑田地区公民館　℡ 474-1510　伊﨑田地区公民館　℡ 474-1510

●●  有明学級有明学級　　有明地区公民館　　℡ 474-1111　　有明地区公民館　　℡ 474-1111

●●  川西学級川西学級　　川西地区公民館　　℡ 475-1107　　川西地区公民館　　℡ 475-1107

年間学級費：一律 1,000 円年間学級費：一律 1,000 円

※ その他、実費がかかる場合があります。※ その他、実費がかかる場合があります。

学 級 費

健康づくり、趣味づくり、仲間づくり、健康づくり、趣味づくり、仲間づくり、

軽体操、出前講座、研修視察など軽体操、出前講座、研修視察など

主な活動内容

▲ボッチャを楽しむ泰野学級の様子▲ボッチャを楽しむ泰野学級の様子
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ありのままの自分でいられる 伊﨑田学級ありのままの自分でいられる 伊﨑田学級

　

９
月
２
日
、
こ
の
日
伊
﨑
田
地
区
公
民
館

で
は
、
地
域
の
空
き
家
に
つ
い
て
考
え
る
出

前
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
学
級
生

か
ら
は
、
所
有
家
屋
の
今
後
に
関
す
る
不
安

や
解
体
補
助
に
関
す
る
質
問
が
相
次
ぎ
、
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
20
人
近
く
が
参
加
し
、
出
前
講

座
の
あ
と
は
健
康
体
操
を
実
践
し
、
楽
し
く

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

◆ 

参
加
者
の
声

● 

有
村 

勉
さ
ん
（
学
級
長
）

 

「
開
校
当
初
か
ら
参
加
し
て
い
る
が
、
こ
の

学
級
の
雰
囲
気
が
好
き
で
す
。
毎
回
、
開
催

内
容
が
良
い
の
で
、
参
加
し
た
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
人
が
集
ま
っ

て
交
流
し
た
り
、
情
報
交
換
す
る
機
会
が

減
っ
た
ま
ま
な
の
で
、
学
び
や
交
流
が
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
す
。
」

● 

坂
中 

秀
子
さ
ん

　

「
地
域
の
皆
さ
ん
が
隣
近
所
同
士
の
よ
う

な
感
覚
で
集
い
ま
す
。
顔
な
じ
み
の
人
も
ど

ん
ど
ん
増
え
て
お
り
、
私
に
と
っ
て
は
こ
こ

な
ら
甘
え
ら
れ
る
と
思
え
る
場
所
で
す
。
毎

回
楽
し
み
で
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い

で
す
。
」

 いつでも全力いつでも全力

　　　　 　香月学級　　　　 　香月学級

　

９
月
10
日
、
香
月
地
区
公
民
館
で
は
、
学

校
教
育
や
今
後
の
児
童
減
少
に
関
す
る
出
前

講
座
が
開
催
さ
れ
、
現
在
の
教
育
や
身
近
な

人
口
減
少
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
て
い
ま
し

た
。
学
習
の
後
は
、
モ
ル
ッ
ク
、
バ
ッ
ゴ
ー
、

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
と
、
３
種
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
日
の

参
加
者
は
24
人
。
学
級
終
了
後
に
、
参
加
者

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◆ 

参
加
者
の
声

● 

塩
盛 

玲
子
さ
ん

● 

末
滿 

タ
エ
子
さ
ん

 

「
香
月
学
級
は
、
学
び
も
遊
び
も
本
気
で

す
。
今
日
も
い
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

学
び
あ
る
時
間
で
し
た
。
そ
の
後
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
も
、
童
心
に
返
っ
て
精
一
杯
遊
び

ま
し
た
。
今
日
は
参
加
者
が
い
つ
も
よ
り
少

な
か
っ
た
で
す
が
、
普
段
は
40
人
近
い
参
加

者
で
大
盛
り
上
が
り
で
す
。
家
に
い
て
も
、

仲
間
は
テ
レ
ビ
や
リ
モ
コ
ン
だ
け
で
す
が
、

こ
こ
に
来
る
と
多
く
の
仲
間
と
交
流
で
き
ま

す
。
い
つ
も
来
る
人
が
来
な
い
と
、
心
配
に

な
る
く
ら
い
参
加
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
活
発
で
す
。
公
民
館
主
事
の
方
々

の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
毎
回
楽
し
く
参
加
で

き
て
い
ま
す
。
」

　

参
加
者
同
士
、
情
報
交
換
の
貴
重
な
機
会

と
と
ら
え
、
各
所
で
会
話
が
弾
ん
で
い
る
様

子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

令和７年、８年始動令和７年、８年始動

新橋学級・泰野学級新橋学級・泰野学級

　

学
級
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、
新
橋
学

級
は
令
和
７
年
か
ら
、
泰
野
学
級
は
令
和
８

年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
９
月
３
日

の
泰
野
学
級
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
出

前
講
座
後
に
ボ
ッ
チ
ャ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

始
動
１
年
目
の
泰
野
学
級
生
は
７
人
で

す
。
こ
の
日
参
加
し
た
、山
口
千
惠
子
さ
ん
、

大
峯
フ
ヂ
子
さ
ん
、
豊
留
靖
子
さ
ん
は
、「
地

域
の
方
ば
か
り
で
、
安
心
し
て
参
加
で
き
る

場
所
。
来
年
は
倍
の
14
人
く
ら
い
に
な
る
と

嬉
し
い
で
す
。
」
と
、
早
く
も
来
年
も
引
き

続
き
参
加
し
た
い
と
の
意
欲
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　

９
月
14
日
に
は
、
新
橋
学
級
に
も
取
材
に

伺
い
ま
し
た
。
学
級
始
動
２
年
目
と
い
う
こ

と
で
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
参
加
し
て
い
る

方
々
に
今
年
も
継
続
し
て
参
加
し
た
理
由
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
防
災
や
デ
ジ
タ
ル
な
ど

自
分
で
は
な
か
な
か
身
に
つ
け
ら
れ
な
い
知

識
や
新
た
な
気
付
き
が
あ
り
、
充
実
し
て
い

ま
す
。
参
加
し
て
み
て
、
志
布
志
市
に
暮
ら

し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
」
と
活

動
内
容
を
評
価
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。
周
囲
の
方
々
に
も
、
参
加
を
勧
め
て
い

る
と
い
う
方
も
多
く
、
松
山
地
域
も
今
後
ま

だ
ま
だ
新
規
参
加
者
が
増
え
る
の
で
は
、
と

期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
取
材
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
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（左から）末滿タエ子さん、塩盛玲子さん

（左から）大峯フヂ子さん、山口千惠子さん、豊留靖子さん

坂
中
坂
中  

秀
子
さ
ん

秀
子
さ
ん

有
村
有
村  

勉
さ
ん

勉
さ
ん
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１　そもそも学力とは、どんな「力」なのでしょうか？１　そもそも学力とは、どんな「力」なのでしょうか？

「学力」とは、３つの要素を合わせた力のことです。

学力の３つの要素学力の３つの要素

知識・技能知識・技能
思考力・判断力思考力・判断力

・表現力・表現力

主体的に学習に取り組む態度主体的に学習に取り組む態度

＝学びに向かう力、人間性等＝学びに向かう力、人間性等

２　志布志市の子どもたちの「学力・学習状況」はどうなのでしょうか。２　志布志市の子どもたちの「学力・学習状況」はどうなのでしょうか。

　令和８年４月に行われた全国学力・学習状況調査結果です。（小学６年生、中学３年生対象）

何を理解しているか。

何ができるか。

見える学力

どのように社会・世界とかか

わり、よりよい人生を送るか。

見えない学力
理解していること・

できることをどう使うか。

見えにくい学力

　小学校においては、全国平均と同等の結果となりました。中学校においては、まだ

まだ伸びしろがある状態です。各学校での取組が着実に結果を出しつつあります。

志布志市の子どもたちの「学力」について志布志市の子どもたちの「学力」について
　志布志市の子どもたちの学力は、いったい今どのような状況なのでしょうか。

　今回は、志布志市の子どもたちの「学力」についてまとめてみました。

■問い合わせ先： 教育委員会 学校教育課 学校教育グループ　℡ 472-1111（内線 323）

　「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「学びに向かう力、人間性等」のバランスのとれた学力の育成を図るために、

次の取組を大切にします。

●��  � 「楽しくてたまらない授業づくり」を目指し、デジタル教材とアナログ教材のバランスを考慮しながら、子ども一

人一人が「できる・分かる」授業づくりを更に進めます。

●�  � 子どもたちのタブレット端末に登録してある学習ソフトを活用し、自分の理解度に応じて家庭でも自ら学ぶこと

ができるようにします。

 地域や社会をよくするために何かしてみたいと答えた割合

志布志市 鹿児島県 全国

小学校 82.0％ 81.6％ 80.1％

中学校 72.2％ 75.9％ 72.3％

 学校の授業時間以外に、普段、読書をしていると答えた割合

志布志市 鹿児島県 全国

小学校 83.6％ 78.9％ 73.7％

中学校 63.3％ 65.7％ 59.3％

志布志市の子どもたちは、睡眠について課題があります。

　● 中学校では、就寝時刻に関する質問において、県や全国の数値を下回っています。

　● �回答状況から、睡眠時間が安定していない子どもがいることがうかがえます。

　→ �　睡眠時間がずれたり、減ったりすると、ぼんやりした状態になり、イライラしたり、

集中力が欠けたりすることが指摘されています。

３　今後へ向けて３　今後へ向けて

【令和８年度全国学力・学習状況調査より】

　特に小学校では、よりよい社会をつくるため

に行動しようと考えている子どもの割合が高い

です。　（社会貢献に関する項目）

▼学校をよくするために考えを出し合う姿 ▼希望の本を笑顔で受け取る姿

 毎日、同じくらいの時刻に寝ていると答えた割合

 （就寝時刻について）

志布志市 鹿児島県 全国

小学校 87.2％ 83.7％ 82.8％

中学校 76.8％ 84.0％ 80.5％

 毎日、同じくらいの時刻に起きていると答えた割合

 （起床時刻について）

志布志市 鹿児島県 全国

小学校 91.8％ 90.7％ 90.7％

中学校 91.9％ 93.8％ 92.4％

平均正答率

■ ■ 市　■ 県　■ 全国

　日常的に読書をしている（教科書や参考書、

漫画や雑誌を除く）子どもの割合が高いです。

　（読書に関する項目）

算数国語

61%61% 61%61% 60.9%60.9%
55%55% 55%55% 56.4%56.4%

小学校６年生

56%56%
62%62% 63.9%63.9%

国語 数学

中学校３年生

40%40%

52%52% 57%57%

国語 算数

Ｒ８Ｒ７Ｒ６

国語 数学

Ｒ８Ｒ７Ｒ６

全国との差（令和６年～令和８年）
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め
く
る
と
、
い
つ
だ
っ
て 

新
た
な
出
会
い

　
　

～ 

10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日
は
「
読
書
週
間
」 

～

　

10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日
は
読
書
週
間
で

す
。
こ
の
全
国
的
な
取
組
は
、
今
年
で
第
80

回
を
迎
え
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
無
数
に
飛
び
交
い
、

欲
し
い
情
報
が
短
時
間
で
手
に
入
る
よ
う
に

な
っ
た
現
代
に
お
い
て
、
「
じ
っ
く
り
集
中

し
て
本
と
向
か
い
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
習

慣
が
希
薄
に
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
先
ほ
ど
、
18
ペ
ー
ジ

の
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
中
で

興
味
深
い
結
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
学
校
の
授
業
時
間
以
外
に
、
普
段
、
読

書
を
し
て
い
る
と
答
え
た
割
合
」
が
本
市
の

小
中
学
生
は
い
ず
れ
も
全
国
平
均
を
大
幅
に

上
回
り
、
小
学
生
で
83
・
６
％
、
中
学
生
で

63
・
３
％
と
、
読
書
が
習
慣
化
し
て
い
る
児

童
生
徒
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
読
書
週
間
の
定
着
に
向
け
、
ど

の
よ
う
な
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
市

内
の
学
校
３
校
（
松
山
中
・
有
明
中
・
志
布

志
小
）
を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
を
取

材
し
ま
し
た
。

多
彩
な
企
画
で
心
を
つ
か
む

　

昼
休
み
時
間
に
松
山
中
学
校
の
図
書
室
を

訪
問
す
る
と
、
多
く
の
生
徒
が
読
書
や
勉
強

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
図
書
室
の
室
田

司
書
補
は
「
子
ど
も
た
ち
に
、
と
に
か
く
読

書
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
思
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
に
挑
ん
で
い
ま
す
。
」
と
話
し
ま

し
た
。
企
画
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

本を借りると引ける図書みくじ。ちなみに

私も引かせてもらい、「吉」がでました。中

にはオススメの書籍も記載されています。

思わず手に取る“本の栄養剤”こと「よ

みぐすり」。処方量として、「１日 10 分く

らい読みましょう」と遊び心いっぱい。

推しのアーティストがもしも本だったら

この本かな…。性格や配色にもこだわり、

「なるほど」と思わせる組み合わせが完成。

さまざまなジャンルの本を読んでビンゴ

を目指す。普段読まない新たなジャンル

で思わぬ一冊との出会いがあるかも！？

図
書
み
く
じ

よ
み
ぐ
す
り

よ
み
ぐ
す
り

も
し
、
推
し
が
本
だ
っ
た
ら

も
し
、
推
し
が
本
だ
っ
た
ら

松
中
図
書
室
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

松
中
図
書
室
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
図
書
館
行
こ
う
」
を
目
指
し
て

　

右
の
写
真
は
図
書
室
入
口
前
で
撮
影
し
た

も
の
で
す
。
時
節
に
合
わ
せ
た
オ
ス
ス
メ
本

が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
思
わ
ず
図
書
室
に

入
っ
て
、
本
を
め
く
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
左
の
写
真
は
廊
下
に
貼
ら
れ
て

い
た
も
の
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

■
松
山
中
取
材
か
ら
■

■
有
明
中
取
材
か
ら
■

こ
ち
ら
も
思
わ
ず
立
ち
止
ま
っ
て
読
ん
で
し

ま
い
、
続
き
が
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

廊
下
の
数
箇
所
に
、
同
じ
よ
う
な
掲
示
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
気
に
な
る
書
籍
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
図
書
室
の
江
川
司
書
補
は
、

「
心
を
豊
か
に
と
の
思
い
で
、
ま
ず
は
図
書

室
、
読
書
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
仕
掛
け

づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
図
書
室
を
カ
フ
ェ

感
覚
で
利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
。
」
と
、
ま

ず
は
図
書
室
で
生
徒
た
ち
と
接
す
る
機
会
を

増
や
す
た
め
の
取
組
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
年
の
６
月
か
ら
は
生
徒
だ
け
で
な
く
保

護
者
に
も
本
の
貸
出
を
開
始
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
「
子
ど
も
と
平
和
学
習
を
し
た
い
」

と
戦
争
に
関
す
る
本
の
貸
出
な
ど
が
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

毎
月
23
日
は
親
子
読
書
の
日
で
す
。
１
日

５
分
だ
け
で
も
、
親
子
で
読
書
を
し
た
り
、

本
に
ま
つ
わ
る
会
話
を
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

「
読
書
」
を
毎
日
の
習
慣
に

　

市
立
図
書
館
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
電
子
書
籍
が

利
用
で
き
る
「
し
ぶ
し
電
子
図
書
館
」
サ
ー

ビ
ス
を
令
和
５
年
10
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま

す
。
貸
出
、
閲
覧
を
含
め
て
毎
年
１
万
件
以

上
の
利
用
が
あ
る
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、

全
体
利
用
者
の
う
ち
３
割
程
度
は
、
志
布
志

小
の
児
童
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
小
学
校
で
は
、
登
校
後
の
朝
８
時

か
ら
15
分
間
の
自
由
時
間
を
活
用
し
て
タ
ブ

■
志
布
志
小
取
材
か
ら
■

レ
ッ
ト
で
読
書
す
る
児
童
が
多
く
、「
サ
ー

ビ
ス
開
始
当
初
か
ら
、
ス
キ
マ
時
間
に
自
主

的
に
読
書
を
す
る
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い

る
」
状
況
と
の
こ
と
で
し
た
。
「
毎
月
第
３
・

４
火
曜
に
15
分
間
設
け
て
い
る
読
書
タ
イ
ム

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
電
子
書
籍
を
読

む
児
童
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
利
用
が
多
い

一
因
で
は
な
い
か
」
と
の
こ
と
で
、
一
人
に

一
台
ず
つ
配
備
し
て
あ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
効

果
的
に
活
用
し
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

　「読書の秋」、そして「食欲の秋」です。

　市立学校給食センターでは、「物語給食」として、

教科書や絵本などで登場する料理にヒントを得たメ

ニューを献立に取り入れ、読書と食育、それぞれの

教育の充実を図っています。

　今回は、読書月間コラボとして、11 月に物語給

食を３回予定しています。どんな物語が登場し、ど

んなメニューが提供されるのか？

　提供される給食をきっかけに、子どもたちの読書

への興味がさらに広がることや、知っている物語に

まつわるメニューを食べることで給食をより身近に

感じてもらうことが今から楽しみです！
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日南・志布志道路工事に伴う迂回路通行についてTOPIC

　大隅河川国道事務所では、日南・志布志道路の早期開通を目指して鋭意工事を進めています。 

　今回、志布志ＩＣ付近の大迫大道地区および見帰地区において函渠工事を行います。ご理解とご協力をお願い

します。工事に伴い、県道 63 号の大原交差点付近の一部区間が通行止めとなりますので、迂回路の通行をお願い

します。迂回路を通行される際は、案内看板をご確認のうえ、十分注意して徐行運転をお願いします。

■問い合わせ先： 建設課 都市計画グループ　℡ 472-1111（内線 465）

【工事全般に関すること】● 国土交通省 九州地方整備局 大隅河川国道事務所　 ℡ 0994-65-2541

工事（迂回）期間　令和 13 年３月まで（予定）

女性のためのデジタルワーク講座
～仕事に役立つスキルを学んで、新しい一歩を踏み出そう～

開 催 日　11 月 19 日（木）、12 月３日（木）、12 月 17 日（木）、12 月 24 日（木）、令和９年１月７日（木）

時　　間　午前 10 時～正午　　開催場所　多世代交流施設「こころば」３階コワーキングスペース交流室

対　　象　市内在住の女性※年齢や就業・無業は問いません　参加方法　会場

定　　員　�15 名※応募多数の場合は、求職中や非正規雇用の方を優先します

託　　児　あり（託児の申込は 10 月 19 日（月）正午まで）

ＰＣ貸出　あり（ＰＣ貸出の申込は 10 月 19 日（月）正午まで）

参 加 費　無料　　　申込期限　11 月６日（金）正午まで

申込方法　右の二次元コードからお申し込みください

主催　 コミュニティ推進課 ダイバーシティ推進グループ

■問い合わせ先：（株）日本の端から日本を元気に　Mail　shibushi@genkini.co.jp

▼申込はこちら

　

集
落
支
援
員
と
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
暮
ら
し
の
お
手
伝

い
を
し
た
り
、
地
域
を
元
気
に
す
る
活
動
を
し
た
り
す
る
、
ま
ち
の
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
こ
と
で
す
。

◆ 

集
落
支
援
員
を
委
嘱
し
た
郵
便
局
長

　

・
若
松　

俊
二　

有
明
郵
便
局
長

　

・
田
浦　

天
志　

内
之
倉
郵
便
局
長

　

・
松
山　

武　
　

松
山
郵
便
局
長

◆ 

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
く
れ
る
の
？

　

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
サ
ポ
ー
ト

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
し
て
い
る
行
事
の
支
援
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

・
身
近
な
相
談
窓
口

　

郵
便
局
が
行
政
手
続
き
の
案
内
を
行
う
「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
り
ま
す
。

　　

こ
の
取
り
組
み
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
育
て
て
い
く
も
の
で
す
。
「
こ
ん

な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
」
と
い
う
小
さ
な
声
が
、
よ
り
良
い
地
域
を
つ
く
る
ヒ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
長
が
「
集
落
支
援
員
」
と
し
て

地
域
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
！

TOPIC

▲委嘱状交付の様子

学生と一緒に考える、志布志の移住・交流

　市移住・交流支援センター「Esplanade（エスプラネー

ド）」では、鹿児島大学の「課題解決型インターンシップ」

の学生を２週間受け入れました。今年度で２回目となる

この取り組みは、学生が地域の現場に入り、実際の課題

に触れながら解決策を考える実践型のインターンシップ

です。

　今回は、志布志市の概要や移住支援を学ぶことからス

タート。大隅地域の移住促進会議への参加や、市内施設・

地域活動の視察を通じて、志布志の暮らしや地域の現状

について理解を深めてもらいました。

市移住・交流支援センター　Esplanade（エスプラネード）の活動を紹介します！

　実践活動では、お試し移住ハウスをテーマに、施設の

清掃や設備確認、新たな候補物件の内覧・写真撮影、間

取り図の作成、家電等の価格調査などを実施。「自分が

移住希望者だったら」という視点から、施設の環境づく

りや情報発信についても考えてもらいました。地域の皆

さんも、普段なかなか接する機会のない大学生との触れ

合いを楽しまれていました。

　最終日には、２週間の滞在や活動で気づいた地域の課

題を整理し、自分なりの解決案をプレゼンテーションと

して発表。学生にとっては地域で考え、行動し、伝える

力を磨く機会となり、私たちにとっても若い世代の視点

から地域を見つめ直す機会となりました。

また、別の機会には市内の他事業所で活動する学生との

交流もあり、それぞれの経験や気づきを共有しました。

今後も鹿児島大学に限らず、さまざまな学校や学生との

連携を広げ、地域の課題解決と学生の学びの双方につな

がる取り組みを続けていきたいと思います。
▲鹿児島大学工学部３年　森さん

志布志ＩＣ

大原交差点
通行不可

通
行
不
可

◀ 

迂
回
路
地
図　

※
国
土
交
通
省
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
よ
り
引
用



2525 Shibushi City PR 2026.10Shibushi City PR 2026.10 24242026（令和 8）年 10 月　市報しぶし2026（令和 8）年 10 月　市報しぶし

スマホ相談所＆スマホ講座を開催します

 【10・11 月開催分】※ 11 月は 11 月 11 日（水）までの開催日程です

スマホ相談所 スマホ講座

日　時 場　所 日　時 主な内容

10 月 16 日（金）10 時～ 13 時 志ふれあい交流館 10 月 16 日（金）10 時～ 12 時
パスキーとキャッシュ

レス決済

10 月 25 日（日）10 時～ 17 時 サンポートしぶしアピア 11 月６日（金）13 時～ 15 時
スマホの大掃除とスト

レージ整理術

11 月５日（木）９時～ 12 時 有明地区公民館
開催場所　10 月 16 日（金）　市文化会館１階多目的室

　　　　　11 月６日（金）　志ふれあい交流館　　　　　

11 月７日（土）10 時～ 13 時 志ふれあい交流館
定員　20 人　　参加費　無料

事前予約制です

電話 /カメラ /LINE/ 動画 /地図 /キャッシュレス決済

など、スマホの操作方法全般について対応します。

※ 事前予約不要・相談料も無料です

■申込・問い合わせ先：

● 合同会社カケルドット 戸上　℡ 090-1732-1448

知って納得！ ■問い合わせ先：

健康長寿課 健康増進グループ

℡ 472-1111（内線 251 ～ 253）

国民健康保険の財政は危機的状況です

　本市の国民健康保険の財政状況は平成 30 年度以降、保険税を据え置いているとともに、被保険者数の減少

などによる保険税の収入減や、医療技術の高度化などによる医療費の増加などにより、令和４年度以降は実質

単年度収支で赤字が続いており、危機的状況になっています。

歳入

県からの医療費給付金など県からの医療費給付金など

29 億 8,145 万円（73％）29 億 8,145 万円（73％）

保険税保険税

６億 1,677 万円（15％）６億 1,677 万円（15％）

各種繰入金各種繰入金

３億 6,094 万円（９％）３億 6,094 万円（９％）

市債市債

０円（０％）０円（０％）
その他の収入その他の収入

1,296 万円（１％）1,296 万円（１％）

国からの補助金国からの補助金

876 万円（０％）876 万円（０％）

歳出

市の医療費負担金市の医療費負担金

28 億 7,563 万円（73％）28 億 7,563 万円（73％）

県へ納める納付金県へ納める納付金

９億 6,446 万円（24％）９億 6,446 万円（24％）

保健事業の費用保健事業の費用

3,220 万円（１％）3,220 万円（１％）

総務費総務費

3,167 万円（１％）3,167 万円（１％）

県などへの返還金県などへの返還金

3,746 万円（１％）3,746 万円（１％）

基金等積立金基金等積立金

15 万円（０％）15 万円（０％）

令和７年度決算状況 歳入総額 40 億 7,253 万－歳出総額 39 億 4,157 万＝形式収支額１億 3,096 万円

Ｒ５

実績

Ｒ７

実績

Ｒ６

実績

１億１千万円

６千万円

86 万円

国保基金（国保会計の貯金）の状況

　市国保基金は、国保会計の財源不足などに備えて

積み立てられる貯金で、令和６年度に５千万円、令

和７年度も残額を取り崩したため基金はほぼ枯渇状

態となっています。

特定健診を受けて、生活習慣病を予防しましょう

　生活習慣病を発症し、予備軍に該当する人は男女とも 40 歳

以上から増加します。初期の生活習慣病は自覚症状がないこと

が多く、いつの間にか病気が進行してしまう危険があるため、

１年に１回特定健診やがん検診を受診し、生活習慣病予防や早

期の発見・治療につなげることが重要です。

生活習慣病等一人あたり医療費

特定健診【受診者】  3,314 円／月

特定健診【未受診者】 13,850 円／月

繰越金繰越金

9,165 万円（２％）9,165 万円（２％）

枯渇状態

※１％未満は０％で表記

　被保険者数は 10 年で約 3,000 人減少しています。また、74 歳までの市人口に対する加入割合も 10 年で６％

減少し、約３割になっています。

被保険者の約半数は 65 歳から 74 歳までの前期高齢者になります。

０歳～ 14 歳　８％

15 歳～ 64 歳　43％

65 歳～ 74 歳　49％　　　※令和８年６月時点

年度 1人当たり医療費

平成 26 年度 351,825 円

令和元年 429,444 円

令和６年度 478,823 円

▲ 10 年で約 13 万円増

必見！「幻の城 松山城」

大隅の國やっちく松山藩

　第 35 回秋の陣まつり

総合司会　岩﨑 弘志

まつり内容　　

　奉納武者行列・さむらい鍋

　山積み野菜の大盤振る舞い

　通行手形（先着 1,000 名配布）

　こんにゃく・甘酒無料配布

　中村郷土芸能

　田中あいみ　歌謡ショー

　ほか ステージ披露など

会場イベント

　子ども陣馬そり競走

　やっちくサスケ

　３×３バスケットボール大会

　充実の子ども広場

◆ ホームページも

右の二次元コード

からご覧ください

■問い合わせ先：

総務市民課内

　（秋の陣まつり実行委員会）

　℡ 487-2111（内線 323）

大
隅
の
國

大
隅
の
國  

や
っ
ち
く
松
山
藩

や
っ
ち
く
松
山
藩

第第
3535
回
秋
の
陣
ま
つ
り

回
秋
の
陣
ま
つ
り

本　

祭　

本　

祭　

1111
月月
1515
日
（
日
）
８
時

日
（
日
）
８
時
3030
分
開
門

分
開
門

会　

場　

松
山
城
山
総
合
公
園
内
特
設
会
場

会　

場　

松
山
城
山
総
合
公
園
内
特
設
会
場
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「募集」「イベント」「お知らせ」など暮らしに役立つ情報をお届けします！「募集」「イベント」「お知らせ」など暮らしに役立つ情報をお届けします！ お知らせ・募集お知らせ・募集【市役所の表示】 志布志庁舎　 松山庁舎　 有明庁舎

■
問
い
合
わ
せ
先
：

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

 

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ　
　

℡
４
７
２‒

１
１
１
１

　

 （
内
線
３
３
１
・
３
３
３
）

● �

志
布
志
運
動
公
園
体
育
館

℡
４
７
３‒

２
５
５
１

悠
志
学
園
学
校
説
明
会

　

学
び
の
多
様
化
学
校　

悠
志
学

園
へ
令
和
９
年
４
月
か
ら
の
転
入

学
を
検
討
し
て
い
る
児
童
生
徒
、

保
護
者
を
対
象
と
し
た
学
校
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
22
日
（
木
）　

18
時

30
分
か
ら

場
所　

市
文
化
会
館
１
階
多
目
的
室

対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内

転
入
予
定
で
、
悠
志
学
園
へ
の
転

入
学
を
検
討
し
て
い
る
方
（
児
童

生
徒
・
保
護
者
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

　

 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ　
　

℡
４
７
２‒

１
１
１
１
（
内
線
３
２
１
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
防
疫
対
策

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　

10
月
か
ら
防
疫
対
策
強
化
期
間

で
す
。 

10
月
以
降
は
、
渡
り
鳥

お
知
ら
せ

志
布
志
市
国
民
健
康
保
険
子
育
て

世
帯
支
援
給
付
金
の
ご
案
内

　

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
未
就
学

児
の
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措

置
と
併
せ
、
さ
ら
な
る
子
育
て
世

帯
へ
の
支
援
の
一
環
と
し
て
、
国

保
税
の
う
ち
未
就
学
児
に
係
る
均

等
割
額
分
を
子
育
て
世
帯
支
援
給

付
金
と
し
て
支
給
い
た
し
ま
す
。

対
象
者　

令
和
８
年
７
月
１
日
に

お
い
て
、
令
和
２
年
４
月
２
日
か

ら
令
和
８
年
７
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
市
国
保
の
被
保
険
者
が
い

る
世
帯
で
、
令
和
８
年
度
分
の
国

民
健
康
保
険
税
の
納
付
を
要
す
る

世
帯
の
世
帯
主
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
国
民
健

康
保
険
子
育
て
世
帯
支
援
給
付
金

の
ご
案
内
を
10
月
下
旬
に
送
付
予

定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

健
康
長
寿
課 

健
康
増
進
グ
ル
ー
プ　
　

℡
４
７
２‒

１
１
１
１

　

 （
内
線
２
５
０
・
２
５
４
）

10
月
は
土
地
月
間
で
す

　

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、
適
正
な
土
地
の
利
用
が
大

切
で
す
。
周
辺
の
方
々
の
生
活
や

自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
一
定
面

積
以
上
の
大
規
模
な
土
地
を
売
買

な
ど
で
取
得
し
た
場
合
、
届
出
が

必
要
で
す
。

届
出
が
必
要
な
取
引
面
積

● 

都
市
計
画
区
域
内 

５
千
㎡
以
上

● 

都
市
計
画
区
域
外 

１
万
㎡
以
上

届
出
方
法 

　

契
約
（
予
約
を
含
む
）
を
締
結

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以

内
に
、
土
地
の
所
在
す
る
市
区
町

村
役
所
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当

窓
口
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

建
設
課 

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ　
　

℡
４
７
２‒

１
１
１
１

　

 （
内
線
４
６
５
・
４
６
７
）

志
布
志
運
動
公
園
屋
内
温
水
プ
ー

ル
の
休
館
に
つ
い
て

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
に
伴
い
、

以
下
の
期
間
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

休
館
期
間　

10
月
27
日
（
火
）
～

29
日
（
木
）

の
飛
来
に
伴
い
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。
近
年
、
県
内
や
隣
県
宮
崎
県

に
お
い
て
も
、
養
鶏
場
や
野
鳥
か

ら
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
生
・
ま
ん
延
を
防
止
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

市
民
の
皆
さ
ま
へ

● 

野
鳥
や
そ
の
排
せ
つ
物
に
は
、

で
き
る
だ
け
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

● 

死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
て
も
、

素
手
で
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

● 

野
鳥
の
排
せ
つ
物
を
踏
ん
だ

場
合
は
、
靴
底
を
洗
浄
・
消
毒
し

て
く
だ
さ
い
。

 

● 

同
じ
場
所
で
多
数
の
野
鳥
が

死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
速
や
か

に
家
畜
保
健
衛
生
所
又
は
市
役
所

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

鳥
類
を
飼
養
し
て
い
る
方
へ　

　

愛
玩
用
で
飼
養
し
て
い
る
方
も
、

防
疫
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま

す
。
野
鳥
が
飼
育
場
所
に
侵
入
し

な
い
よ
う
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
飼
育
場
所
や
器
具

を
清
潔
に
保
ち
、
定
期
的
に
消
毒

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
飼
養
し

て
い
る
鳥
に
死
亡
羽
数
の
増
加
や

元
気
・
食
欲
の
低
下
な
ど
の
異
常

が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

獣
医
師
や
家
畜
保
健
衛
生
所
な
ど

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
・

ま
ん
延
防
止
に
は
、
皆
さ
ま
一
人

ひ
と
り
の
防
疫
意
識
と
取
り
組
み

が
重
要
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

● 

曽
於
家
畜
保
健
衛
生
所

℡
４
８
７‒

２
３
５
１

市
の
窓
口

飼
育
す
る
鶏
の
異
常
を
発
見

農
政
畜
産
課 

畜
産
グ
ル
ー
℡

４
７
４‒

１
１
１
１

（
内
線
１
７
３
・
１
７
４
・
１
７
５
）

死
亡
し
た
野
鳥
を
発
見

耕
地
林
務
課 

林
務
グ
ル
ー
プ

℡
４
７
４‒

１
１
１
１
（
内
線
１
４
３
）

10
月
は
木
材
利
用
促
進
月
間

　

日
本
は
国
土
の
約
7
割
が
森
林

を
占
め
る
、
世
界
で
も
有
数
の
森

林
国
で
す
。
資
源
量
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
木
材
利
用
は
十

分
に
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
木
材
の
利
用
と
、
適
切
な
植

樹
に
よ
っ
て
、
森
林
が
持
つ
多
面

的
な
機
能
が
発
揮
さ
れ
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

林
野
庁
は
10
月
を
「
木
材
利
用

促
進
月
間
」
と
し
て
、
木
材
の
利

用
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

取
組
を
促
進
す
る
た
め
、「
志
布

志
市
森
林
炭
素
マ
イ
レ
ー
ジ
交
付

金
」
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
内
に
木
造
建

築
物
を
建
て
、
Ｃ
О
２
固
定
量
認

証
を
受
け
た
市
内
の
建
築
主
が
行

う
森
林
吸
収
源
対
策
に
寄
与
す
る

行
為
に
対
し
、
交
付
金
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。
申
請
方
法
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

耕
地
林
務
課 

林
務
グ
ル
ー
プ

℡
４
７
４‒

１
１
１
１
（
内
線
１
４
４
）

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
１
０
９
０

円
に
改
定
さ
れ
ま
す

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
、
10
月

25
日
か
ら
時
間
額
１
０
９
０
円
と

な
り
ま
す
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、

鹿
児
島
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

● 

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

℡
０
９
９‒

２
２
３‒

８
２
７
８

志
布
志
市
地
域
福
祉
推
進
大
会

日
時　

11
月
21
日
（
土
）　

10
時
か
ら

場
所　

市
文
化
会
館

内
容　

表
彰
、
講
演
（
財
産
を
大

切
な
人
に
つ
な
ぐ
た
め
に
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

● 

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
４
７
２‒

１
８
０
０

か
ご
し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
登
録
閲
覧
・
そ
の
他
の
ご
相

談
窓
口
開
催

　

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
方
を

対
象
に
、
会
員
登
録
制
の
マ
ッ
チ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
お
引
き
合
わ
せ

を
行
う
「
か
ご
し
ま
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
出
張
窓
口

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

登
録
や
閲
覧
を
希
望
す
る
方
、

ま
た
入
会
に
つ
い
て
の
ご
相
談
の

方
の
ご
予
約
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

日
時　

11
月
７
日
（
土
） 

９
時
50

分
～
16
時（
最
終
予
約
15
時
10
分
）

場
所　

市
文
化
会
館
２
階
集
会
室
４

対
象　

結
婚
を
希
望
す
る
20
歳
以

上
の
独
身
男
女
で
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
も
し
く
は
パ
ソ
コ
ン
の

セ
ン
タ
ー　

※
木
・
金
曜
日
は
休
み

℡
０
９
９‒

２
０
８‒

１
１
５
０

犬
・
猫
里
親
さ
が
し
の
会

　

不
幸
な
犬
や
猫
が
い
な
く
な
り
、

殺
処
分
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
里
親
を
探
し

て
い
る
方
、
里
親
に
な
り
た
い
方
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
８
日
（
日
）
11
時
～
15
時

場
所　

市
多
目
的
イ
ベ
ン
ト
広
場

　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
志
布
志
駅
隣
）

里
親
に
な
る
た
め
の
条
件　

●� �

家
族
と
し
て
終
生
、
大
切
に

お
世
話
し
て
く
だ
さ
る
方

●� �

里
親
が
決
ま
っ
た
ら
、
双
方
に

手
続
き
料
千
円
が
発
生
し
ま
す

● �

不
妊
・
去
勢
手
術
が
済
ん
で
い

な
い
子
の
里
親
さ
ん
か
ら
は
、

犬
１
万
円
、
猫
５
千
円
の
預
か

り
金
を
い
た
だ
き
、
手
術
終
了

後
に
お
返
し
し
ま
す

● �

里
親
を
探
し
た
い
方
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
：

● �

犬
・
猫
と
共
生
を
め
ざ
す
会 

志
布
志

℡
０
８
０‒

５
２
６
８‒

３
２
０
３

消
費
生
活

「
＋
」か
ら
始
ま
る
電
話
に
ご
注
意
！

～
国
際
電
話
を
利
用
し
た
特
殊
詐

欺
が
増
え
て
い
ま
す
～

　
「
＋
1
」「
＋
44
」
な
ど
「
＋
」

か
ら
始
ま
る
知
ら
な
い
番
号
か
ら

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

近
年
、
こ
の
よ
う
な
国
際
電
話

番
号
を
利
用
し
た
特
殊
詐
欺
が
増

え
て
い
ま
す
。
犯
人
は
、
電
話
会

社
や
警
察
な
ど
を
名
乗
り
「
料
金

が
未
納
に
な
っ
て
い
ま
す
」「
あ

な
た
の
電
話
が
犯
罪
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て
、
不
安

を
あ
お
り
、
お
金
や
個
人
情
報
を

騙
し
取
ろ
う
と
し
ま
す
。

【�

知
ら
な
い
国
際
電
話
に
は
要
注
意
】

「
出
な
い
・
か
け
直
さ
な
い
」
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

も
し
電
話
に
出
て
し
ま
っ
て
も
、

● �

お
金
を
要
求
さ
れ
て
も
払
わ
な
い
。

● �

暗
証
番
号
や
個
人
情
報
を
伝

え
な
い
。

● �

相
手
の
指
示
に
従
わ
ず
、
電
話

を
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

固
定
電
話
は
国
際
電
話
の
発
信
・

着
信
を
無
償
で
休
止
で
き
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
携
帯
電

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
の
方

で
使
用
で
き
る
方

定
員　

10
人
（
完
全
予
約
制
）

登
録
料　

１
万
円（
２
年
間
有
効
）

持
っ
て
く
る
も
の　

登
録
希
望
の

方
は
当
日
は
登
録
料
の
他
に
、
次

の
も
の
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

① 

本
籍
地
の
市
町
村
長
が
発
行
す

る
独
身
証
明
書
ま
た
は
戸
籍
抄
本

（
3
カ
月
以
内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）

② 

写
真
付
き
身
分
証
（
運
転
免
許

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

③ 

①
～
②
の
原
本
お
よ
び
コ

ピ
ー
各
１
部

④　

写
真
１
枚
～
2
枚
（
３
カ
月

以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
Ｌ
判
の

大
き
さ
の
も
の
。
1
枚
は
上
半
身

の
写
真
・
2
枚
登
録
さ
れ
る
場
合
、

2
枚
目
は
全
身
写
真
で
も
可
）

予
約
締
切　

開
催
日
前
日

予
約
方
法　

登
録
・
閲
覧
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
ご
相
談
は
お
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

● 

か
ご
し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー
ト　

▼予約はこちら

▼詳細はこちら
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話
会
社
の
着
信
拒
否
サ
ー
ビ
ス
や

迷
惑
電
話
ア
プ
リ
な
ど
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

　

特
殊
詐
欺
は
高
齢
者
だ
け
で
な

く
20
～
30
歳
代
の
被
害
も
増
え
て

い
ま
す
。「
自
分
は
大
丈
夫
」
と

思
わ
ず
、
日
頃
か
ら
対
策
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。「
お
か
し
い
な
」

と
思
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

● 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
１
８
８
（
局
番
な
し
）

● 

志
布
志
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

℡
４
７
２‒

１
１
９
２

住
　
宅

市
営
住
宅
空
家
情
報

募
集
件
数

有
明
地
区
11
件　

松
山
地
区
17
件

志
布
志
地
区
４
件

申
込
締
切　

住
宅
に
よ
っ
て
締
切

日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

建
設
課
担
当

℡
４
７
４‒

１
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

産
業
建
設
課 

産
業
建
設
グ
ル
ー
プ

℡
４
８
７‒

２
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

建
設
課 

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ

℡
４
７
２‒

１
１
１
１
（
内
線
４
６
６
）

募
　
集

「
Ａ
Ｎ
Ｙ
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　

Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｓ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ　

２
０
２
６

～
な
ん
で
ん　

や
っ
て
み
っ
が
！

見
け
行
っ
が
！
～
」
出
演
者
募
集

　

市
内
の
学
校
に
通
っ
て
い
る
学

生
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
発
表
す
る

Ａ
Ｎ
Ｙ
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　

Ｇ
Ｏ
Ｅ

Ｓ
（
な
ん
で
も
あ
り
！
）
な
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。
バ
ン
ド
、
ダ

ン
ス
、
歌
、
漫
才
、
意
見
発
表
な

ど
、
あ
な
た
の
勇
姿
を
文
化
会
館

の
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

12
月
６
日
（
日
）
13
時
開
演

※
リ
ハ
ー
サ
ル　

同
日
午
前
８
時
か
ら

場
所　

市
文
化
会
館

募
集
期
間　

11
月
13
日
（
金
）
ま
で

　

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

 

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ　
　

℡
４
７
２‒

１
１
１
１
（
内
線
３
３
５
）

ス
ポ
ッ
ト 

de 

ヨ
ガ

　

レ
イ
ン
ボ
ー
４
２
４
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
主
催
で
毎
月
第
２
日
曜
日

に
市
内
各
所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時　

�

11
月
８
日
（
日
）
10
時
～
11
時

場
所　

�

有
明
コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド

定
員　

先
着
10
人

参
加
費　

千
円

準
備
す
る
も
の　

飲
み
物
、
タ
オ

ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
持
っ
て
い
な

い
方
は
３
０
０
円
で
レ
ン
タ
ル
で

き
ま
す
）

申
込
期
限　
11
月
６
日
（
金
）
ま
で

申
込
方
法　

次
の
二
次
元
コ
ー
ド

ま
た
は
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●�

レ
イ
ン
ボ
ー
４
２
４
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
（
志
布
志
体
育
館
内
）

℡
０
９
９‒

４
７
８‒

９
１
０
０

志
布
志
ま
ち
な
か
交
流
さ
ん
ぽ
参

加
者
募
集
！

　

志
布
志
の
ま
ち
な
か
を
歩
き
な

が
ら
、
い
つ
も
の
景
色
に
隠
れ
た

歴
史
や
魅
力
を
見
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
？
「
お
お
す
み
巡
歴
舎
」
さ

ん
の
ガ
イ
ド
で
、
志
布
志
の
歴
史

や
ま
ち
な
か
を
巡
り
ま
す
。
途
中

に
は
「
ま
ち
観
察
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

な
ど
、
参
加
者
同
士
で
楽
し
め
る

仕
掛
け
も
！

　

ま
ち
歩
き
の
あ
と
は
、
み
ん
な

で
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流

し
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
（
土
）
10
時
～

12
時
30
分

場
所　

多
世
代
交
流
施
設

　
　
　
「
こ
こ
ろ
ば
周
辺
」

対
象　

10
人
程
度
（
20
歳
以
上
39

歳
以
下
の
市
内
を
中
心
と
し
た
方
）

内
容　

志
布
志
ま
ち
な
か
散
歩
・

交
流
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
ン
チ
交
流

申
込
締
切　

左
の
の
二
次
元
コ
ー

ド
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼申込みはこちら

■
問
い
合
わ
せ
先
：

● 

市
移
住
・
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

エ
ス
プ
ラ
ネ
ー
ド　

℡
０
９
９‒

４
０
１‒

０
４
０
５

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

ビ
ジ
ネ
ス
キ
ャ
リ
ア
実
践
科
Ｋ
②

訓
練
期
間　

12
月
16
日
（
水
）
～

令
和
９
年
３
月
15
日
（
月
）

月
～
金
曜　

９
時
～
15
時
50
分

場
所　

(

有)

ス
カ
イ
ピ
ー
シ
ー

（
鹿
屋
市
寿
７
丁
目
８
ー
50　

矢

野
ビ
ル
３
階
）

℡
０
９
０‒

２
８
５
０‒

９
６
６
６

募
集
定
員　

15
人

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
や

保
険
料
は
自
己
負
担
）

募
集
期
限　

11
月
19
日
（
木
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
：

● 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅

℡
０
９
９‒

４
８
２‒

１
２
６
５

● 

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

℡
０
９
９
４‒

４
４‒

８
６
７
４

大
福
ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
大
隅
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
走
り
方
教
室

日
時　

11
月
７
日
（
土
）
14
時
～

16
時
（
１
～
３
年
生
）

場
所　

大
福
ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
大
隅

料
金　

千
円　
　

定
員　

30
人

募
集
期
限　

当
日
ま
で
受
付
可
能

指
導
者　

ア
ー
バ
ン
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ク
ラ
ブ 

エ
ル
グ 

鈴
木
章
介
氏

②
ミ
ズ
ノ
流
忍
者
学
校

　

好
き
な
お
面
を
作
っ
て
、
忍
者

の
修
行
を
し
な
が
ら
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
す
。

日
時　

11
月
１
日
（
日
）

【
１
部
】
３
歳
～
５
歳

10
時
30
分
～
12
時　

【
2
部
】
年
長
～
小
学
２
年
生

※
3
年
生
は
要
相
談

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

大
福
ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
大
隅

料
金　

千
円

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

募
集
期
限　

10
月
31
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

● �

大
福
ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
大
隅

℡
０
９
９‒

４
７
７‒

１
１
０
２

農業委員を募集しますTOPIC

　志布志市農業委員会農業委員の任期満了に伴い、令和９年４月

１日からの３年間、農業委員として活動される方を募集します。

◆募集人数　定員 20 人

◆任期　令和９年４月１日から令和 12 年３月 31 日までの３年間

◆身分　志布志市の特別職の非常勤職員

◆職務内容

　�農地の権利移動許可および農地転用の審査業務、農地利用の最

適化の推進、耕作放棄地の解消指導など

◆委員報酬　月額 50,600 円

◆受付期間

　10 月 26 日（月）から 11 月 30 日（月）※必着

　（土日祝日を除く８時 30 分から 17 時 15 分まで）

◆選考方法

　志布志市農業委員会委員選考委員会を開催し、提出された書類

などをもとに選考します。なお、必要に応じて面接などを行う場

合があります。

◆推薦・応募の方法

　推薦・応募の様式は、農業委員会事務局に準備しています。また、

市ホームページからもダウンロードすることが可能です。提出に

ついては、記入した様式・添付書類のほか、本籍地記載の住民票

を持参または郵送ください。なお、提出書類の返却は行いません。

▲現地調査の様子

▲定例総会の様子

推薦・応募 提出書類 推薦方法

個人から推薦を受ける場合 委員候補者推薦書（農業者等用） 農業者など 3人以上が連署

団体などから推薦を受ける場合 委員候補者推薦書（団体等用） 各団体代表者が署名

自ら応募する場合 委員応募書 －

■提出・問い合わせ先：
農業委員会　事務局

　℡ 474-1111（内線 221）

▼申込はこちら

▼申込みはこちら

医療費総額 304,132,000 円 医療費１人当たりの負担内訳

国保加入者数（６月末） 6,594 人
市（国保）負担額

40,643 円
（全体の約 88.1％）

１人当たりの医療費

（医療費総額／国保加入者数）

46,123 円
（前年同月比 9.30％増） 個人負担額 5,480 円

国民健康保険医療費状況（令和８年７月分）



3131 Shibushi City PR 2026.10Shibushi City PR 2026.10 30302026（令和 8）年 10 月　市報しぶし2026（令和 8）年 10 月　市報しぶし

健康カレンダー　日曜・祝日当番医健康カレンダー　日曜・祝日当番医

● 大隅広域夜間救急センター電話相談

　 ℡ 0994-45-4119

● 鹿児島県小児救急電話相談

　 ＃ 8000 または℡ 099-254-1186

●� 曽於医師会夜間急病センター

　 ℡ 099-482-5899

●� 都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関

　 ℡ 0986-23-5555（テープ案内）

 日曜・祝日当番医   日曜・祝日当番医  親子健康カレンダー（10 月・11 月）

※ �これまで使用していた会場が改修工事で使用でき
ないため、令和８年度健診会場はやっちくふれあい
センター（松山町）に変更となります。

パパママ教室（要予約） 【受付】９：15 ～９：25

11 月 21 日（土）  　　　　　　　：やっちくふれあいセンター

ママと妊婦さんの“ほっと”カフェ【時間】10：00 ～ 12：00

10 月８日（木）、11 月 12 日（木）：はぐくみランド

２～３カ月児相談 【受付】９：30 ～９：45

11 月 18 日（水）　　　　　　　 ：やっちくふれあいセンター

育児相談 【時間】10：30 ～ 12：00

10 月 20 日（火）、11 月 18 日（水）：やっちくふれあいセンター

育児学級 【受付】９：30 ～９：45

10月 23日（金）、11月 17日（火）　：やっちくふれあいセンター

１歳児相談 【受付】９：30 ～９：45

10 月 20 日（火）　　　　 　　  ：やっちくふれあいセンター

１歳６カ月児健診 【受付】13：00 ～ 13：15

10 月 21 日（水） 　　　　　　　 ：やっちくふれあいセンター

２歳６カ月児歯科検診 【受付】13：00 ～ 13：15

11 月 12 日（木） 　　　　　　  ：やっちくふれあいセンター

３歳児健診 【受付】13：00 ～ 13：15

11 月 11 日（水） 　　　　　　  ：やっちくふれあいセンター

５歳児健診 【受付】13：00 ～ 13：15

10 月 14 日（水） 　　　　　   ：やっちくふれあいセンター

11 月
１日 藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

３日 山下クリニック （内科・外科） ℡ 487-9001

８日 しぶしあおぞら小児科（小児科） ℡ 478-7772

15 日 はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

22 日 陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

23 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

29 日 手塚クリニック （内科・外科） ℡ 472-5565

10 月
４日 平川やの胃腸内科 （内科） ℡ 472-0145

11 日 みやじクリニック
（内科・放射線科・

呼吸器科・胃腸科）
℡ 471-5000

12 日 さくらやまクリニック（泌尿器科・内科）℡ 472-1100

18 日 石神診療所 （内科・皮膚科） ℡ 474-0107

25 日 松下医院 （内科・外科） ℡ 472-1124

※ �母子健康手帳を

もらうためには

事前申込が必要

です。

◀
申
込
は
こ
ち
ら

■問い合わせ先：

市民環境課 環境政策グループ

℡ 472-1111（内線 239）

◆ �

資
源
ご
み
の
新
た
な
出
し
方
に
つ
い
て

　

牛
乳
パ
ッ
ク
や
段
ボ
ー
ル
の
出
し
方
の
選
択
肢
が
増
え
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

● 
 

牛
乳
パ
ッ
ク
や
ジ
ュ
ー
ス
パ
ッ
ク
な
ど
で
内
側
が
白
い
も
の　

　

こ
れ
ま
で
す
べ
て
の
牛
乳
パ
ッ
ク
や
ジ
ュ
ー
ス
パ
ッ
ク
を「
切
り
開
い
て
」

出
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
次
の
方
法
で
も
回
収
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

１　

�

よ
く
洗
い
、
乾
か
す
。（
「
洗
っ
て
乾
か
す
」

工
程
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
）

２　

�

牛
乳
パ
ッ
ク
の
１
つ
を
箱
状
の
ま
ま
残

す
。

３　

�

他
の
牛
乳
パ
ッ
ク
を
折
り
た
た
む
。

４　

�

折
り
た
た
ん
だ
パ
ッ
ク
を
、
箱
状
の
パ
ッ

ク
の
中
に
詰
め
て
、
ま
と
め
て
出
す
。

●  

段
ボ
ー
ル
※
断
面
に
ス
ト
ロ
ー
状
の
空
洞
が
あ
る
紙　

　

こ
れ
ま
で
段
ボ
ー
ル
は
、
付
着
物
（
金
属
・
ビ
ニ
ー
ル
・
ガ
ム
テ
ー
プ

類
）
を
取
り
除
き
、
紙
ひ
も
で
束
ね
て
出
す

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
再
資
源
化

事
業
者
と
の
連
携
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

品
質
を
保
ち
つ
つ
、
よ
り
手
軽
に
出
せ
る
「
箱

入
れ
方
式
」
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

道
具
を
使
用
し
な
い
と
外
せ
な
い
金
属
を
除

き
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
必
ず
取
り
除
い
て
く

だ
さ
い
。

肺がん検診のお知らせ

　肺がんは、初期段階では特有の症状が出ないことが

多く、進行後に症状が出ることが多いため、早期発見

が非常に重要です。40 歳を過ぎたら、年に１回は定

期的な検診を受けることをお勧めします。

◆ 対象者

　�市内に住所を有する方で、令和９年４月１日現在で

40 歳以上の方　※今年度中に市の集団健診で胸部

レントゲンによる肺がん検診を受診された方は受診

できません。

◆ 自己負担額

　100 円（70 歳以上の方は無料）

※ �生活保護世帯、市県民税非課税世帯の方は減免申請に

より無料となりますので、本人確認ができるもの（運

転免許証、マイナンバーカード）をお持ちください。

◆ 日程

■問い合わせ先： 健康長寿課 健康増進グループ

　　　　　　　　　℡ 472-1111（内線 259）

松山地域 10 月 26 日（月）～ 10 月 28 日（水）

有明地域
11 月 11 日（水）～ 11 月 13 日（金）

11 月 16 日（月）～ 11 月 17 日（火）

志布志地域
11 月 18 日（水）～ 11 月 20 日（金）

11 月 24 日（火）～ 11 月 27 日（金）

● 各地域を巡回して検診を行います。

　詳しい日程につきましては、市から送付される受診票を

ご確認ください。(９月下旬から順次発送しています）

● �検診をご希望の方で、お手元に受診票が届かない場合

は、ご連絡ください。

◆ �

10
月
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
で
す

　

令
和
元
年
度
に
施
行
さ
れ
た
「
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

毎
年
10
月
は
「
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
」、
10
月
30
日
は
「
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
」
と
し
て

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
食
品
ロ
ス
量
は
年
間
約
４
６
１
万
ト
ン
（
令
和
６
年
度
推
計
）
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
日
本
の
人
口
１
人
あ
た
り
毎
日
お
に
ぎ
り
１
個
分
（
１
０
２
ｇ
）
を
捨
て

て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
心
を
大
切
に
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら

食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆ �

実
践
し
よ
う
！ 

３
０
１
０
運
動

　

宴
会
な
ど
で
は
、
提
供
さ
れ
た
料
理
の
２
割
近
く
が
食
べ
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
量
は
、

食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
昼
食
の
約
８
倍
に
も
な
り
ま
す
。

　

３
０
１
０
（
さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る
）
運
動
と
は
、
忘
・
新
年
会
な
ど
の
宴
会
の
席
か

ら
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
て
い
く
取
組
で
あ
り
、
乾
杯
後
の
30
分
間
と
終
了
前
10
分
間
は
自

席
で
料
理
を
楽
し
む
こ
と
に
よ
り
、
食
べ
残
し
に
よ
る
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
運
動
で
す
。

宴
会
時
な
ど
は
、
全
体
で
「
残
さ
ず
食
べ
き
る
」
を
目
標
に
掲
げ
、
次
の
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

１ �

参
加
者
に
合
わ
せ
た
店
舗
・
メ
ニ
ュ
ー
選
定
と
、
食
べ
ら
れ
る
量
（
適
量
）
の
注
文

を
心
が
け
る

２ �

乾
杯
後
、
食
べ
始
め
て
か

ら
30
分
間
は
席
を
立
た
ず

料
理
を
楽
し
む

３ �
終
了
前
10
分
間
は
自
分
の

席
に
戻
り
、
残
っ
て
い
る

料
理
を
楽
し
む

▲  段ボール ▲  牛乳パック

出典：消費者庁
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図書館へ行こう。
一冊の本との出会いがあなたの人生を変える一冊の本との出会いがあなたの人生を変える

開館時間　平日９時～ 19 時（土日・祝日は 18 時まで）

■問い合わせ先：志布志市立図書館　℡ 472-3322

図書館からのお知らせ

いずれも志ふれあい交流館ホールで開催します。

※都合により日程・内容など変更する場合があります。

● 赤ちゃんおはなし会　11 時から

　　【10 月】16 日（金）、【11 月】６日（金）

● 本館おはなし会　10 時 30 分から

　　【10 月】25 日（日）

● 本館アニメ上映会 14 時 30 分から

　　【10 月】18 日（日）、【11 月】１日（日）

　　※ 11 月 1 日は学習室で行います。

● ブックリサイクル 

　　【10 月】31 日（土）、【11 月】1日（日）、３日（火）

● 本の病院　10 時から 11 時 30 分まで

　　【10 月】25 日（日）

   図書館本館カウンターにて開催します。

● 休館日（毎週月曜と第３水曜）※ 月曜祝日の場合は火曜

　　【10 月】19 日、21 日、26 日

　　【11 月】２日、９日、16 日、18 日、24 日、30 日

◆ おすすめの新刊　　　

「星の集う場所」

伊藤 佐凪∥著　小学館

【一般】

「さよなら、探偵」　綾崎 隼∥著　ポプラ社

「山上のフェイク」　潮谷 験∥著　光文社 

【児童】

「星の台所」　落合 由佳∥著　講談社

「ベック ぼくたちの小川をすくえ !」

アンソニー・マゴーワン∥作 尾﨑 愛子

∥訳 はた こうしろう∥絵　岩波書店

「にじのたね」

ボコヤマ クリタ∥作　アリス館

◆ しぶし電子図書館【今月の作品紹介】

南極観測隊への派遣を打診された

植野。数々の訓練を経て南極に

向かうが、「今年の調査計画には、

何か裏がある」と聞かされ…。「日

本ドラフト文学賞」発、絶賛のデ

ビュー作。新感覚・冒険ドラマ！

い
つ
も
の
紅
茶
が
も
っ
と
お
い

し
く
な
る
本　

保
科 

健
∥
著　

時
事
通
信
出
版
局

異
世
界
フ
ル
コ
ー
ス 

廣
嶋 

玲
子
∥
作　

し
ま
り
す 

ゆ

き
ち
∥
絵　

KADOKAWA

「しぶし電子図書館」へアクセスしてみてね！
　朝読書などに最適な「読み放題」

の児童書や、読み上げ機能の付い

た本などもあります。幅広いジャ

ンルの「雑誌読み放題サービス」

も展開中！

◆ 小規模特認校制度

　小規模校の特性を生かし、心身の健康増進ととも

に、自然に触れる中で学ぶ楽しさと豊かな人間性を

育みたいと希望する保護者・児童に、特認校として

指定した学校への入学を特例的に認める制度です。

　ただし、特認校へ転入学することにより、本来就

学すべき学校の学級数が減少する場合は、許可しな

いこととしています。

◆ 募集人数

● 田之浦小学校　継続９人　 新規８人程度

● 森山小学校　　継続 10 人　新規８人程度

● 潤ケ野小学校　継続 13 人　新規８人程度

◆ 対象児童

　志布志・香月・安楽・有明・通山小学校区内の児童

◆ 特認期間

　４月から翌年３月までの１年間。更新は妨げません。

◆ 申込方法

　申請書類（各特認校に備付または市ホームページ

からダウンロード）に必要事項を記入して、入学を

希望する小学校に提出してください。

◆ 募集期間

　11 月２日（月）～ 12 月 11 日（金）まで

　特認校生決定時期：令和９年２月上旬

◆ その他

●� �通学支援補助金があります。

●� �特認校生として通学される場合、ＰＴＡや地域

の行事に積極的に参加していただきます。

●� 学校見学希望は、事前に各学校へご連絡ください。

  森山小学校

学校紹介

　小規模校ならではの一人ひと

りの学びに寄り添ったきめ細や

かな教育を目指している温かい

雰囲気の学校です。森山太鼓や

交流学習（鹿屋農高・志布志高）、

自然体験活動を通して、「大好

き自分　大好きみんな　大好き

森山」と言える児童を育て、自

己肯定感・効力感を養います。

一日体験入学　12 月３日（木）

■問い合わせ先：

　森山小学校　℡ 479-1616

田之浦小学校

学校紹介

　自然豊かで落ち着いた学習環

境の中で、子どもたちは明るく

のびのびと学んでいます。地域

の方々のご協力による野菜や果

物の栽培・収穫体験や神楽の継

承活動、ＩＣＴ機器を活用した

個に応じた学習などを通して、

心豊かでたくましく、思いやり

の心をもつ子どもを育てます。

一日体験入学　12 月４日（金）

■問い合わせ先：

　田之浦小学校　℡ 479-1618

潤ケ野小学校

学校紹介

　緑豊かな環境の中で明るく楽

しく学んでいます。緑の少年団

活動、川遊び、ホタル鑑賞会、

サツマイモ栽培など、潤ケ野小

ならではの体験を大切に、子ど

も、教師、保護者、地域が「共

に輝く」学校です。小人数教育

によるＩＣＴを活用した主体的

な学びにも力を入れています。

一日体験入学　12 月１日（火）

■問い合わせ先：

　潤ケ野小学校　℡ 479-1314

■問い合わせ先： 教育総務課 総務施設グループ　℡ 472-1111（内線 313）

小規模特認校で学びませんか《令和９年度特認校生募集》TOPIC

小規模特認校紹介小規模特認校紹介 二次元コード：各学校ホームページ

　本市では、将来のまちづくりや、移住、Ｕターン、二拠点居住、関係人口の拡大に向けた施策の充実に向けて、

市外にお住まいの志布志市出身者の皆さまを対象としたアンケートを実施しています。

「なぜ志布志市を離れたのか」、「今の暮らしで感じていること」、「将来、志布志市との関わり方をどう考え

ているか」など皆さまの率直な本音をぜひお聞かせください。

　いただいた回答は、これからのまちをつくる大切なヒントとして、新しい補助金や支援メニューの検討に

直接活用します。

　市内在住の方は、現在、市外に住んでいるご家族、ご友人の方々にお声かけのご協力をお願

いします。

　これからの本市のために、ぜひ皆さまの力をお貸しください。

■問い合わせ先： 総合政策課 政策推進グループ　℡ 472-1111（内線 441・442）

あなたの声をこれからの志布志市の未来づくりに
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● 

熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
地
へ
の
ト
イ
レ

カ
ー
派
遣
、
感
動
し
ま
し
た
。
ト
イ
レ
を
我

慢
す
る
為
、
水
分
を
控
え
体
調
を
崩
さ
れ
る

方
が
い
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
素
晴
ら
し
い

支
援
だ
と
思
い
ま
す
。
職
員
の
皆
様
も
体
調

に
は
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
PN　

匿
名
希
望　

60
代
）

● 

熊
本
地
震
か
ら
の
一
日
も
早
い
復

興
を
願
い
、
自
分
な
り
に
復
興
支
援
へ

の
思
い
を
込
め
て
祈
願
し
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
日
常
を
取
り
戻
し
、
平
穏
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（
PN　

匿
名
希
望　

70
代
）

▼ 

投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。被

災
さ
れ
た
皆
さ
ま
が
一
日
で
も
早
く
も

と
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、

派
遣
さ
れ
た
職
員
も
支
援
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
お
気
遣
い
の
お
言
葉
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
地
で
活

動
す
る
職
員
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み

に
な
り
ま
す
。

● 

編
集
者
の
あ
と
が
き
み
た
い
な

コ
ー
ナ
ー
が
私
は
好
き
で
す
。

（
PN　

匿
名
希
望　

40
代
）

▼ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎

月
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
お
届
け
し
よ

う
か
悩
み
な
が
ら
原
稿
を
書
い
て
い
ま

す
。
担
当
し
て
ま
だ
１
年
目
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
今
は
取
材
を
通
し
て
感
じ

た
こ
と
を
中
心
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
新
し
い
話
題
や
視
点

も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
編
集
後
記
を
お
届
け

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
市
報
し
ぶ
し
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

市報しぶしを読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記事、あなたの身近な出来事などをお書きください。

10 月号の記事で、特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください。

良かった：

分かりにくかった：

ご協力ありがとう

ございました。

市民
こえ
市民
こえ
のの
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きくなきくなああれれ大大
◀
投
稿
は

　

こ
ち
ら
か
ら

　　 結
ゆ い な

菜ちゃん（２歳）

                        有明町野井倉

ご家族からのメッセージ！

周りのみんなを笑顔にしてくれる

ゆいながママもパパも大好きです。

お医者さんになりたいという夢、

とても素敵だね♡人を助けてあげ

られる優しい女の子でいてくださ

い。ずっと応援しているよ！

ご家族からのメッセージ！

絵本を読んでもらうのが大好きな

まれちゃん。いつも元気いっぱい

で、パパとママにたくさんの笑顔

と幸せを届けてくれてありがとう。

これからも毎日楽しく、元気にす

くすく育ってね。

　　 まれちゃん（１歳）

　　　　　　　　　　　　有明町野井倉

ご家族からのメッセージ！

歌とダンスが大好きで思いやりの

あるしすいくんがみんな大好きで

す。これからも、優しく元気でい

てくれたらママとパパは幸せです。

いつも幸せと笑顔をありがとう。

大きくなってね。

　 紫
し す い

彗ちゃん（４歳）

　　　　　　　　　　 　 志布志町安楽　

実
り
の
秋
、
志
布
志
の
未
来
を
育
て
る
　

実
り
の
秋
、
志
布
志
の
未
来
を
育
て
る
　

市
長
コ
ラ
ム　
　

下
平　

晴
行

　

朝
夕
の
涼
し
さ
に
、
秋
の
深
ま
り

を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
は
、
農
作
物
を
は
じ
め
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
、
「
実
り
」
を
感
じ

る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
本
市
は
、

豊
か
な
自
然
と
、
そ
れ
を
生
か
し
て

農
業
・
林
業
・
水
産
業
に
取
り
組
む

皆
さ
ん
、
そ
し
て
地
域
を
支
え
る
商

工
業
や
観
光
、
物
流
・
港
湾
関
係
の

皆
さ
ん
の
力
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
力
を
次
の
世
代

へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
の
市
政
に
と
っ
て
大
切
で
す
。
特

に
、
若
い
世
代
が
「
志
布
志
で
暮
ら

し
た
い
」
「
志
布
志
で
子
ど
も
を
育
て

た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
子
育
て
支
援
や
教
育
、
若
者
の

定
着
、
働
く
場
の
確
保
な
ど
、
「
人
へ

の
投
資
」
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
志
布
志
港
を
核
と
し
た
物

流
・
貿
易
の
拠
点
づ
く
り
や
、
農
林

水
産
物
の
高
付
加
価
値
化
な
ど
、
地

域
の
産
業
が
元
気
に
な
る
取
り
組
み

も
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
農
産
物
を
育
て

る
こ
と
と
同
じ
で
す
。
土
を
耕
し
、

種
を
ま
き
、
手
を
か
け
、
時
間
を
か

け
て
、
よ
う
や
く
実
を
結
び
ま
す
。

こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
も
の
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
新
し
い
種
も
し
っ
か

り
と
ま
き
、
将
来
の
志
布
志
の
「
実
り
」

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
も
「
志
布
志
ら
し
い
」
元
気
な
ま

ち
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

キラリ青春キラリ青春

Ｑ .これからの目標・夢は？

Ａ .�志布志市駐在に赴任して３年目になりました。

まだまだ学ぶことばかりですが、土木技師として

の知識と経験を生かし、地域の暮らしと志布志港

の発展に貢献できるよう日々努めています。

Ｑ .趣味や好きなことは？

Ａ .��趣味は車でドライブに行くことです。休日は家

で過ごすよりも出かけることが多く、温泉巡りや

おいしい飲食店を探して楽しんでいます。

Ｑ .現在のお仕事について教えてください。

Ａ .�鹿児島県大隅地域振興局志布志市駐在機関にて、

志布志港の港湾施設の整備・維持管理を行い、志

布志港をより安全・快適に利用できるように、業

務をしております。

　　　陸 さん（24 歳）
　　　　　　　　　　　鹿屋市
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● 貿易船入港隻数：57 隻（日本０　外国 57）

● 輸出：36 億 77 百万円

　 前年同月比：120.9％

● 輸入：206 億 4 百万円

　 前年同月比：139.6％

　令和８年８月末現在市 の 人 口 志 布 志 港 令和８年７月分

人口：２７，７９５人（－ 43 人）

男性：１３，３９１人（－ 28 人）

女性：１４，４０４人（－ 15 人）

転入：51 人  転出：61 人  出生：９人  死亡：42 人

世帯数：１４，９６９戸（－ 30 世帯）

●ご氏名

フリガナ

●年代　　　代　

●ペンネーム

※記入のない場合、「ペンネームなし」で掲載いたします。

●ご住所　□□□ － □□□□

●電話番号（　　　）　　　－

郵送の場合は

お手数ですが

85 円切手を

お貼りください 8 ９ ９ ７ １ ９ ２-

郵便はがき

志布志市役所

総合政策課　ＤＸ・広報グループ

市報しぶし「読者プレゼント」係 行

（No.250/2026-10）

　お便りお待ちしています

　市報しぶしを読んだ感想、今後取り

上げてほしい話題や記事、あなたの身

近な出来事などをお書きください。

　頂いたお便りの一部は、「市民のこ

え」に掲載させていただきます。なお、

個別の回答はいたしません。寄せられ

た内容を掲載する際、趣旨を変えない

程度に添削することがあります。

　お便り・LINE をいただいた方の中か

ら、抽選で読者プレゼントをお送りし

ます。なお、当選発表は発送をもって

かえさせていただきます。

✂

キトトリ線

区　分 鹿児島県 志布志市

発生件数 1533【 － 55】 22【 － ７ 】

死者数 20【 － ５】 ２【 ± ０ 】

傷者数 1710【 － 68】 26【 － ９ 】

交通事故発生状況
2026 年８月末現在累計（2026 年１月～８月） 

 【　】は前年比

【
編
集
後
記
】

志
布
志
み
な
と
ま
つ
り
の
取
材
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
会
場
は
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
夜
空
を

彩
る
花
火
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
私
は
市
報
に
掲
載
す
る

花
火
の
写
真
撮
影
に
挑
戦
。
人
や
風
景
の
撮

影
と
は
違
い
、
花
火
は
一
瞬
で
表
情
が
変
わ

る
た
め
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
の
が
と

て
も
難
し
く
、
撮
影
中
は
少
し
不
安
な
気
持

ち
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
撮
影
後
に

写
真
を
確
認
す
る
と
、
き
れ
い
に
撮
れ
た
一

枚
が
あ
り
ホ
ッ
と
一
安
心
。
こ
れ
か
ら
も
、

ま
ち
の
魅
力
が
伝
わ
る
写
真
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
、
楽
し
み
な
が
ら
撮
影
の
腕
を
磨
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
新
平
）

私
は
今
回
、
高
齢
者
学
級
と
読
書
週
間

に
関
す
る
記
事
を
担
当
し
ま
し
た
。

実
に
半
年
ぶ
り
と
な
る
記
事
作
成
に
ア
ク
セ

ル
全
開
で
、
高
齢
者
学
級
と
小
中
学
校
な
ど

8
か
所
程
度
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
で
伺
っ
た
の
で
す
が
、

高
齢
者
学
級
の
活
況
ぶ
り
に
圧
倒
さ
れ
、
各

校
の
読
書
に
関
す
る
取
組
に
メ
ロ
メ
ロ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
取
材
を
通
し
て
多

く
の
年
代
の
方
々
と
交
流
し
、
私
自
身
も
得

る
も
の
が
多
い
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
や
読
書
の
秋
。
取
材
し

た
皆
さ
ん
は
充
実
の
秋
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
私
は
「
肉
体
改
造
の
秋
」
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
有
言
実
行
な
る
か
？（
橋
川
）

プレゼント

要・不要

プレゼントの答え

市公式 LINE からの応募　10 月２3 日（金）23 時 59 分まで

お便りなどでの応募　　  10 月２3 日（金）消印分まで　　　

市公式 LINE で発行日の 19 時にプレゼントの情報と応募フォームを配信

今月のクイズ
Q．大隅の國 やっちく松山藩　第〇〇回秋の陣まつり�？

　　　　　　　　　　　回　　　　　　　　　

〇に入る２文字の答えは、この広報紙のどこかにあります。

今月のプレゼント今月のプレゼント

ー 題　字 ー

　ひより  さん

志布志小学校６年生

習字を頑張っており、賞を

取って家族を喜ばせたいひ

よりさん。体を動かすこと

が好きで、特にドッジボー

ルや走ることが好きです。

回

このコーナーは

インターネット版では

ご覧いただけません。

ご了承ください。

韓国スタンド PONPON で使える

お食事券 1,000 円分

10名様分
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広
告

広
告

30

広
告

広
告

広
告

「市報しぶし」に
広告を載せませんか？

１枠　縦   56mm ×横 90mm  10,000 円

２枠　縦   56mm ×横 180mm　20,000 円

４枠　縦　112mm ×横 180mm　40,000 円

■問い合わせ先：

�総合政策課　ＤＸ・広報グループ

℡ 472-1111

90㎜

56
㎜

募集種目 資　格 受付期間 試験期日

医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許取得者 10 月 22 日まで 11 月 13 日

一般曹候補生
18歳以上 33 歳未満の者

（32歳の者は、採用予定月の末日現在、33歳に達していない者）
11 月 20 日まで

１次 12 月６日

２次 令和９年１月 12 日～ 13 日

※いずれか１日を指定されます。

２等陸・海・空士

（任期制自衛官）

18歳以上 33 歳未満の者

（32歳の者は、採用予定月の末日現在、33歳に達していない者）

第４回

10 月 29 日まで

第５回

11 月２日～ 26 日

受付時又は各自衛隊地方協力本

部のホームページにてお知らせ

します。

陸上自衛隊

高等工科

学校生徒

推薦
男子で中卒（見込含）17 歳未満の成績優秀かつ生徒会活

動などに顕著な実績を修め、学校長が推薦できる者
11 月 27 日まで

令和９年１月９日～ 11 日

※いずれか 1日を指定されます。

一般 男子で中卒（見込含）17 歳未満の者
令和９年１月 14 日

まで

１次 令和９年１月 23 日・24 日

２次 令和９年２月 11 日～ 12 日

※いずれか 1日を指定されます。

自衛隊奨学生

大学、大学院、高等専門学校などで理学、工学、文学また

は法学を専攻しており、正規の課程を修了する年の４月１

日現在 26 歳未満（大学院在学者は 28 歳未満）

11 月 30 日～

令和９年１月 29 日
令和９年２月 20 日

令和８年度自衛官等採用案内

■問い合わせ先：● 防衛省 自衛隊鹿児島地方協力本部 大隅地域事務所　℡ 099-482-1405
広
告

広
告
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【暮らしのカレンダー】

※１ �事前予約制です。 地域包括支援センター

　　 ℡ 472-1111 までご連絡ください。

※２ �事前予約制です。 総務課 行政グループ

 　　℡ 472-1111 までご連絡ください。

※３ �事前予約制です。 健康長寿課 健康増進グループ

　　 ℡ 472-1111 までご連絡ください。

※４ �事前予約制です。

　　 以下の各庁舎担当窓口までご連絡ください。

　　 市民環境課 市民年金グループ　℡ 472-1111

　　 市民税務課 市民税務グループ　℡ 474-1111

　　 総務市民課 市民グループ　　　℡ 487-2111

※５ ��事前予約制です。� シティセールス課 おもてなしグループ

 　　℡ 472-1111 までご連絡ください。

11 月
１日 日

２日 月
●市税等納付期限（市県民【３期】国保【６期】

介護【６期】後期【６期】）

３日 火 ●文化の日

４日 水

５日 木
●地震津波防災訓練

●いい子の日

６日 金
●よろず支援拠点定期相談会 ※５

　（９：00 ～ 15：30　 ２階相談室）

７日 土

８日 日

９日 月

10 日 火

10 月
14 日 水

15 日 木

●もの忘れ進行予防相談会【有明】※１

　（13：30～15：30　有明地区公民館小会議室２）

●行政相談

　（10：00 ～ 15：00　 ４階会議室）

●子ほめの日

16 日 金

17 日 土
●「栄光のバックホーム／故　横田選手のあき
らめない心」講演会（13：30 ～　市文化会館）

18 日 日

●第 118 回伊﨑田相撲大会

　（伊﨑田学園相撲場）

● 2026 新酒祭り
　（10：00 ～ 16：00　若潮酒造敷地内）

19 日 月

20 日 火

●大隅地区司法書士法律相談 ※２

　（13：00 ～ 15：00　 ２階相談室）

●マイナンバーカード時間外窓口（※要事前予約）

　（17：15 ～ 19：00　志布志庁舎のみ）

21 日 水
●女性支援相談室【有明】

　（13：30 ～ 16：30　有明地区公民館）

22 日 木

23 日 金

●まちの健幸ひろば

（10：00 ～ 18：00 生協コープかごしましぶし店）

●こころの相談会【志布志】※３

（14：00 ～ 16：00 生協コープかごしましぶし店）

●特設人権相談【有明】

　（10：00 ～ 15：00　有明地区公民館）

24 日 土

25 日 日
●マイナンバーカード時間外窓口（※要事前予約）

　（８：30 ～ 12：00　志布志庁舎のみ）

26 日 月
●市税等口座振替日（市県民【３期】国保【６

期】介護【６期】後期【６期】）

27 日 火

28 日 水
●移動年金相談所【志布志】※４

　（9：30 ～ 15：30　 １階会議室（西））

29 日 木

30 日 金
●志布志焼酎フェス 2026【初開催】

　（17：00 ～ 20：30　ＪＲ志布志駅隣　多目的

イベント広場）

31 日 土

　今回の増車は、利用者の増加や予約状況を踏まえ、「予約の取りやすさが改善されるか」など、３台での

運行による効果を検証するものです。

実証運行期間　令和９年３月 31 日まで　　　運行車両　２台→３台

　期間中の利用・予約状況などを検証し、令和９年度以降の運行体制を検討します。

　※ �チョイソコしぶしを利用をするには事前の会員登録が必要です。登録は二次元コード

または市役所本庁・各支所の窓口で受け付けています。

　■問い合わせ先： 総合政策課 地域政策グループ

　　　　　　　　　　℡ 472-1111（内線 443・444）

「チョイソコしぶし」が３台で運行します

今月の納税

● 市県民税 (３期）● 国民健康保険税（６期）

● 介護保険料（６期）● 後期高齢者医療保険料（６期）

　 納期限：11 月２日（月）　口座振替：10 月 26 日（月）

令和８年度 
滞納処分等実施状況

（令和８年４月～８月）

差押えを実施した件数

102件
【差押えの内容】
債権 10 件　給与 １件　不動産 ０件　預貯金 91 件


